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白熱した戦いを繰り広げました！
　３月17日（土）～20日（火）、町内の球場を試合会場として第36回
全国高等学校女子ソフトボール大会が開催されました。
　試合結果を本誌４ページ、試合内容についても揖斐川町ホームページに
掲載していますのでご覧ください。
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あなたも参加しませんか？

インターネット・携帯サイト

http://runnet.jp/
クレジットカード払い、もしくは、コン
ビニエンスストア払いが選べます。
※事前に会員登録（無料）が必要です。

最寄のゆうちょ銀行・郵便局窓口
・専用の郵便振替用紙にて、申込み手数料（500
円）の支払いをしてください。

・抽選後、当選者には、参加料支払い専用の郵便
振替用紙を送付します。

・昨年エントリーの方には、５月上旬に大会要項
と専用の郵便振替用紙をお送りします。

【ご注意】
地元枠専用の郵便振替用紙と一般枠専用の郵便
振替用紙は、様式が違います。
※詳しくは大会ホームページをご覧ください。

いびがわマラソン情報！

今年で31回を迎えるいびがわマラソン。
昨年は、インターネットエントリーが、開始からフ
ル30 分、ハーフ22 分で定員の 8,400人に達し、
締切りました。
いびがわマラソンは、参加したくてもなかなか参加
できない、全国的に大人気の大会です。そんな中、
いびがわマラソンは、地域の振興はもとより町民の
皆さんのスポーツ振興を目的に開催しているため、今
年も「地元エントリー枠」を設けます。募集要項は下
記のとおりとなりますので、この機会にぜひご参加く
ださい！

【地元枠】お申込み概要

　　※揖斐川町に住民登録がある方を対象

申込み期間 ◆ 5/1（火）～5/11（金）
	 ※当日消印有効。期間後は、下記の一般の方の
　　　　　　　  エントリー方法から申込みください。

方　　法 ◆ 専用の郵便振替用紙を記入し、郵便局から申込む
定　　員 ◆ 先着：フル300人　ハーフ400人（いびがわ応援枠全体）
※専用の郵便振替用紙をご希望の方は、役場内マラソン事務局のほか、地
域交流センター、健康広場、各振興事務所にも設置します。昨年エント
リーされた方には、4月末までにお届けします。

大会の概要
日 程 ◆ 平成30年11月 11日（日）
種 目 ◆ フ　ルマラソン（42.195km）
	 ハーフマラソン（21.0975km）
参加資格 ◆ フ　ル：18歳以上高校生除く
	 　　　　　（５時間30分以内で完走できる人）
	 ハーフ：15歳以上中学生除く
	 　　　　　（３時間以内で完走できる人）
コ ー ス ◆ 揖斐川沿いの日本陸上競技連盟公認コース
ゲ ス ト ◆ 高橋尚子さん	西田ひかるさん
	 金哲彦さん	中村優さん	ほか
参 加 費 ◆ フル7,000円　ハーフ5,000円
	 （記念品なしは500円引き）

①インターネット申込
　　（ＰＣサイト・携帯サイト）

５/28（月）
20 時から受付開始

■ 定員　フ　ル：6,200人
	 ハーフ：2,300人

③ふるさと納税
　　（いびがわ応援エントリー）

5/1（火）～ 8/17（金）
※10 万円につき1人エントリー

■ 定員　フ　ル：300人
	 ハーフ：400人
　　　　※いびがわ応援枠

②郵便振替
※当日消印有効

５/28（月）～ ６/8（金）
※当日消印有効

■ 定員　フ　ル：500人
	 ハーフ：300人

申込方法 申込方法

寄附申出書をご提出いただいて、入金し
てください。
詳細は役場政策広報課	ふるさと納税担当
まで、お問い合せください。

申込方法

いびがわオリジナル企画
自分で記念品が選べます♪

昨年の
デザイン
（参考）

揖斐川町マスコットキャラクター
かっぱの河太郎

【代走は許されません】
エントリー者の中で本人でない人が走った事例
が数件あります。（※事務局で写真で確認してい
ます）大会では、虚偽の申告や代理出走を固くお
断りしますので、不正のないようお願いします。
★代理出走が発覚した場合、以後のエントリーは
お受けできません。

７月中旬に抽選結果通知

いびがわマラソン情報①
今月の
特集

ランネット

大人気でエントリー困難ですが、
住民の方のためだけの

先行エントリー枠があります！

一般の方のエントリー方法　　※町外の方はこちらになります

先着

先着 先着抽選
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マラソン練習をしながら交流する「婚活イベント」です！
マラソン初心者の方でも大歓迎！
ランニングも恋も一緒にゴールをめざせ！

　昨年に引き続き、揖斐川町では、「いびがわマラソン」の完走を目指して、マラソン教室で一緒に走りながら婚
活をする「ラン婚」を開催します。同じ参加者が７回にわたって集まり、一緒にランニングやおしゃべりをしな
がら交流を深めます。講師が靴やウェアの選び方から、完走できる秘訣をやさしく教えてくれるので、普段運動を
しない方でも心配ありません。ランニングという共通の話題があるので、会話も弾みます♪

※町内在住・町内在勤の方を優先します。　
※応募者多数の場合は抽選となります。

揖斐川町マスコットキャラクター
かっぱの河太郎

【お問い合せ先】　揖斐川町役場　政策広報課　℡ 22-2111　FAX 22-4496
　　　　　　　　町ホームページ　http://www.town.ibigawa.lg.jp

いびがわマラソン情報②
今月の
特集

・いびがわマラソンを今までで一番楽しく走ることができた。（女性）
・色々なランナーと出会うことができたし、揖斐川町のいいところを改めて知ることもできたの

で、本当に参加してよかったな、と思った。（男性）

昨年参加された
皆さんの感想

第 6 回 いびがわマラソン「ラン婚」

　　　 要項・申込み
♥特　典　いびがわマラソンへの優先エントリー
♥参加費　３，０００円（マラソンエントリー代、飲食代等は実費負担）
♥申込み　①申込書に記入の上、役場２階政策広報課へ提出してください。（郵送・FAX 可）
　　　　　②申込書は政策広報課・いびがわマラソン事務局備え付けもしくは町ホームページからダウン

ロードできます。

回 日　　程 時　　間 内　　　容
１ ７月 ８日（日） 9:00 ～ 14:00 概要説明・交流会
２ ７月２９日（日）

9:00 ～ 12:30 マラソン交流・婚活タイム
３ ８月１９日（日）
４ ９月 ９日（日）
５ １０月 ７日（日）
６ １１月１０日（土） （自由参加） 金コーチのランニングミーティング

１１月１１日（日）　いびがわマラソンに参加（各自）１１月１１日（日）　いびがわマラソンに参加（各自）
７ １１月２５日（日） 9:00 ～ 16:00 お疲れ交流会（インプレッション）

～誕生カップル10組（開催数5回）、うち結婚したカップル４組～

募集人数・条件

男女各７人程度
　① 婚活中の独身で20歳以上の方
　② 全日程に参加できる方

募集期間

　４月25日（水）～
５月18日（金）　

参加者募集！
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３
月
15
日（
木
）、
災
害
時
に
指
定
避
難
所

に
お
い
て
被
災
者
の
通
信
手
段
を
確
保
す
る

た
め
、
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
岐
阜
支

店
と「
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
等
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
の
締
結
に
よ
り
、
揖
斐
川
健
康
広
場
や

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
「
は
な
も
も
」
な
ど
町

内
の
指
定
避
難
所
17
か
所
に
災
害
時
専
用
の

電
話
回
線
が
設
置
さ
れ
、
被
災
者
が
安
否
連

絡
な
ど
の
た
め
に
、
無
料
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

締
結
式
で
富
田
町
長
は
、「
被
災
時
の
通

信
手
段
の
確
保
は
住
民
の
安
心
に
つ
な
が
り

大
変
あ
り
が
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

岐
阜
県
が
推
進
す
る「
企
業
と
の
協
働
に

よ
る
森
林
づ
く
り
」
の
一
環
で
、
平
成
20
年

か
ら
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
揖

斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
揖
斐
川
町
、
岐

阜
県
と
の
間
で
、「
イ
ビ
デ
ン
の
森
」
に
お

け
る
森
林
づ
く
り
協
定
を
締
結
し
、
森
林
づ

く
り
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
で
の
協
定
期
間
の
終
了
に
伴
っ

て
、
３
月
22
日（
木
）、
一
部
活
動
区
域
を
見

直
し
、
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
、
揖
斐
川
町
、

岐
阜
県
と
の
間
で
、
期
間
を
平
成
40
年
３
月

31
日
ま
で
延
長
す
る
協
定
締
結
式
が
揖
斐
川

町
役
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

富
田
町
長
は「
企
業
と
地
域
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
森
林
を
守
り
育
て
て
い
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

３
月
17
日（
土
）
～
３
月
20
日（
火
）、
揖

斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
を
中
心
と
し

た
町
内
の
会
場
で
全
国
高
等
学
校
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
全
国
の
予
選
を
勝
ち
抜
い

た
全
48
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
白
熱
し
た
試
合

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
入
賞
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
優　

勝

　

創
志
学
園
高
等
学
校（
岡
山
県
）

■
準
優
勝　

　

九
州
文
化
学
園
高
等
学
校（
長
崎
県
）

■
第
３
位　
　
　

　

神
村
学
園
高
等
部（
鹿
児
島
県
）

　

兵
庫
大
学
附
属
須
磨
ノ
浦
高
等
学
校

（
兵
庫
県
）

３
月
25
日（
日
）、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は

な
も
も
」
で
揖
斐
川
町
消
防
辞
令
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

67
人
が
新
し
く
消
防
団
に
加
わ
り
、
代
表

者
が
野
原
消
防
団
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取

り
、
団
員
と
し
て
の
心
構
え
を
宣
誓
し
ま
し

た
。ま

た
平
成
29
年
度
を
も
っ
て
73
人
が
退
団

し
、51
人
が
昇
任
し
ま
し
た
。
式
典
の
中
で
、

長
年
消
防
団
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
方
へ
日

本
消
防
協
会
長
表
彰
の
披
露
が
行
わ
れ
ま
し

た
。表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
方
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　

功
績
章　

副
団
長　

伊い

藤と
う　

悟さ
と
る

「
イ
ビ
デ
ン
の
森
」
森
林
づ
く
り

活
動
期
間
の
延
長
に
向
け
た
協
定
締
結
式

第
36
回
全
国
高
等
学
校

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

消
防
辞
令
交
付
式

西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
岐
阜
支
店
と

「
特
設
公
衆
電
話
の
設
置
等
に
関
す
る

覚
書
」
締
結
式

▲新入団員による宣誓

▲白熱した決勝戦

▲締結式のようす

▲富田町長（右）と徳升良弘支店長（左）
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揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

企
画
展「
端
午
の
節
句
」好
評
開
催
中

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
５
月
13

日（
日
）
ま
で
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
鯉

の
ぼ
り
や
五
月
人
形
、
掛
軸
な
ど
を
展
示
す

る
企
画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

■
会
場　

第
二
展
示
室

大
和
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
》

◆
日
時　

５
月
6
日（
日
）
8
時
30
分
～

◆
場
所　

大
和
公
民
館
駐
車
場

　
　
　
　

雨
天
中
止

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

北
方
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
》

◆
日
時　

５
月
20
日（
日
）
8
時
30
分
～

◆
場
所　

北
方
公
民
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

清
水
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
》

◆
日
時　

５
月
20
日（
日
）
9
時
～

◆
場
所　

市
場
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　

雨
天　

５
月
27
日（
日
）に
順
延

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

小
島
公
民
館

《
よ
う
て
つ
ス
ペ
シ
ャ
ル
第
１
弾

～
大
垣
三
輪
酒
蔵
の
蔵
開
き
へ
～
》

◆
日
時　

４
月
28
日（
土
）

　
　
　
　

9
時
30
分
集
合

◆
場
所　

揖
斐
駅

《
バ
ス
に
乗
っ
て
親
子
ま
ち
歩
き
》

◆
日
時　

５
月
16
日（
水
）
10
時
～

◆
場
所　

小
島
公
民
館

《
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
綱
引
き
＆
玉
入
れ
》

◆
日
時　

５
月
20
日（
日
）
９
時
～

◆
場
所　

小
島
小
学
校
体
育
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

春
日
公
民
館

《
ふ
れ
あ
い
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
》

◆
日
時　

５
月
11
日
～
６
月
15
日

　
　
　
　

毎
週
金
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

◆
場
所　

旧
春
日
中
学
校
体
育
館

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者�

激
励
会

　

大
会
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

【
第
40
回
全
国
高
等
学
校柔

道
選
手
権
大
会
】　

　

中
京
学
院
大
学
附
属
中
京
高
校

　

２
年　

進す
す
む　

洸こ
う

希き

さ
ん（
𦙾
永
）　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

藤
橋
公
民
館

《
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り

～
小
び
ん
の
中
の
カ
ラ
フ
ル
な
お
花
た
ち
～
》

◆
日
時　

５
月
20
日（
日
）
10
時
～

◆
場
所　

藤
橋
公
民
館

◆
参
加
費　

１
，
５
０
０
円（
材
料
費
込
）

◆
参
加
条
件　

中
学
生
以
上

鯉のぼり

桃
太
郎

公
民
館
活
動

「
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
」開
催

３
月
31
日（
土
）、
当
館
に
あ
る
茅
葺
民
家

で
、「
む
か
し
話
を
楽
し
む
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
人
形
劇
同
好
会「
パ
ク
パ
ク
」
の

皆
さ
ん
が
、
揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
む
か
し
話

を
題
材
に
、
紙
芝
居
や
人
形
劇
な
ど
を
上
演

し
、
親
子
連
れ
約
50
名
が
物
語
の
世
界
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

上
演
後
は
、
古
民
家
の
い
ろ
り
を
囲
ん
で
お

餅
を
焼
き
豚
汁
餅
を
全
員
で
味
わ
い
ま
し
た
。

古
文
書
解
読
講
座
の
受
講
者
募
集

崩
し
字
の
成
り
立
ち
か
ら
説
き
起
こ
し
、

そ
の
古
文
書
の
書
か
れ
た
歴
史
背
景
ま
で
を

理
解
し
な
が
ら
、
初
心
者
で
も
基
本
的
な
崩

し
字
が
読
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
古
文
書

解
読
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
場
所　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

研
修
棟

■
期
間　

５
月
26
日（
土
）～
10
月
６
日（
土
）

■
時
間　

14
時
～
16
時

　
　
　
　

※
毎
月
１
回（
全
６
回
）

資
料
ご
寄
贈
の
お
願
い

昭
和
39
年
以
前
の
い
び
祭
の
冊
子
を
お
持

ち
の
方
で
、
寄
贈
も
し
く
は
コ
ピ
ー
を
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
方
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

貴
重
な
歴
史
資
料
の
活
用
を
図
り
、
後
世

に
伝
え
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡　

２
２

－

５
３
７
３
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子
ど
も
た
ち
に
も
っ
と
本

を
！
と
の
願
い
か
ら
、
こ
ど

も
の
読
書
週
間
は
昭
和
34
年

に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

小
さ
い
と
き
か
ら
本
を
読

む
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
る
こ

と
は
、
子
ど
も
が
大
き
く
な

る
た
め
に
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

こ
ど
も
の
読
書
週
間
の
あ

い
だ
、図
書
館
や
本
屋
さ
ん
、

学
校
な
ど
で
は
、
読
み
聞
か

せ
や
人
形
劇
な
ど
の
楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ

い
行
わ
れ
ま
す
。「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」は
、

大
人
が
本
を
子
ど
も
に
手
わ
た
す
週
間
で
も

あ
る
の
で
す
。

こ
ど
も
読
書
週
間
中
の
イ
ベ
ン
ト

お
は
な
し
会

揖
斐
川
図
書
館�

お
は
な
し
の
部
屋

日
時　

５
月
12
日（
土
）

　
　
　

10
時
30
分
～

大
型
絵
本

「
お
し
ゃ
れ
な
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
」

ペ
ー
プ
サ
ー
ト

「
ぞ
う
く
ん
の
さ
ん
ぽ
」

特
別
展
示

　

テ
ー
マ「
あ
そ
ぼ
う
！
あ
そ
ぼ
う
！
」

　

４
月
１
日（
日
）
～
５
月
29
日（
火
）

　

揖
斐
川
・
谷
汲
・
坂
内
図
書
館

「
遊
び
」
に
関
す
る
絵
本
や
児
童
書
を

児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

揖
斐
川
図
書
館
で
は
、
乳
幼
児
を
持
つ
家

庭
を
対
象
に
左
記
の
と
お
り
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
１
回
か
ら
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

受　
講　
料　

無
料

各
回
定
員　

20
組

開
催
時
間　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

み
ん
な
で
行
こ
う
！

「
わ
く
わ
く
お
は
な
し
会
」

「
家
庭
に
絵
本
が
あ
る
と
、
子
ど
も
と
の
時

間
に
変
化
が
で
き
て
、
子
ど
も
と
い
る
の
が

楽
し
く
な
り
ま
す
」

「
絵
本
は
親
と
子
の
良
い
気
分
転
換
で
す
」

「
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
子

ど
も
が
い
っ
そ
う
愛
し
く
思
え
ま
す
」
ｅ
ｔ
ｃ

「
童
話
館 

ぶ
っ
く
く
ら
ぶ
」
の
親
さ
ん
の
声

こ
ん
な
素
敵
な
出
会
い
が
出
来
る
よ
う
、

図
書
館
で
は
毎
月
「
お
は
な
し
会
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

絵
本
は
親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
の
心
の
架

け
橋
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
方

は
、
図
書
館
を
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

谷
汲
図
書
館

　

日
時　

５
月
19
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
30
分
～

内
容　

お
楽
し
み
に
♪

５
月
の
休
館
日

毎
週
月
曜
日　

１
日
（
火
）・
８
日
（
火
）

月
末
整
理
日　

31
日
（
木
）

５
日
（
土
）
坂
内
図
書
館
の
み

 

平
成
29
年
度　
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー

昨
年
度
、
よ
く
借
り
ら
れ
た
本
を
紹
介

し
ま
す
。

（
３
館
で
総
合
順
位
）

一
般
書

１
位　

九
十
歳
。
何
が
め
で
た
い 

佐
藤　

愛
子

２
位　

火
花 

又
吉　

直
樹

３
位　

蜜
蜂
と
遠
雷 

恩
田　
　

陸

※
受
賞
作
２
冊
を
お
さ
え
て
、
１
位
に
輝

い
た
の
は
、
大
正
12
年
生
ま
れ
の
大
作

家
の
エ
ッ
セ
イ
で
す
。
タ
イ
ト
ル
か
ら

し
て
、高
齢
者
向
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

若
者
も
思
わ
ず
共
感
し
て
し
ま
う
言
葉

の
セ
ン
ス
が
人
気
の
秘
密
で
す
。

　
　

４
位
以
下
に
は
、
隠
密
捜
査
シ
リ
ー

ズ（
今
井
敏
）、
う
ち
の
３
姉
妹
シ
リ
ー

ズ（
松
本
ぷ
り
っ
つ
）
な
ど
根
強
い
人

気
作
品
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
ま
し
た
。

児
童
書　

１
位　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
し
ょ
う
ぼ
う
た
い

 

や
な
せ　

た
か
し

２
位　

バ
ム
と
ケ
ロ
の
も
り
の
こ
や

３
位　

バ
ム
と
ケ
ロ
の
に
ち
よ
う
び　

 

島
田　

ゆ
か

※
ア
ン
パ
ン
マ
ン
し
ょ
う
ぼ
う
た
い
は
、

消
防
車
の
形
を
し
た
絵
本
で
す
。
赤

ち
ゃ
ん
に
大
人
気
で
す
。
し
っ
か
り
者

の
バ
ム
と
い
た
ず
ら
好
き
の
ケ
ロ
の
日

常
を
描
い
た
バ
ム
と
ケ
ロ
シ
リ
ー
ズ

（
島
田
ゆ
か
）
も
人
気
で
す
。

　
　

上
位
作
品
は
、
ど
れ
も
発
行
か
ら
10

年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
に
読
ん
で
ほ

し
い
の
で
、
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

第
60
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間

　
４
月
23
日
～
５
月
12
日

「
親
と
子
の
読
書
の
ひ
ろ
ば
」

受
講
生
募
集

開 催 月 内　　　　容 講　師　名 対　象 申込み締切

6月21日（木） 講演会
「子育てに絵本を」 天野 知子さん 保護者

（託児有） 5月30日(水)

7月15日（日） バルーンショー お楽しみ 親子 6月21日(木)

9月13日（木） えいごであそぼう 川瀬 富士美さん 親子 8月21日(火)

10月11日（木） 絵本と音楽を
たのしもう 遠藤 里美さん 親子 9月13日(木)

11月22日（木） ことばとあそぼう 小川 深雪さん他 親子 10月11日(木)

12月13日（木） クリスマスの
読み聞かせ

おはなしの会
「まど」 親子 11月22日(木)

※ 年間通して参加を希望する場合は、5月30日（水）までにお願いします。

谷
汲
図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ
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揖
斐
川

写真は前年度の様子

　
　
　

5
月
の
予
定

1
日（
火
）	

♪
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

	

　
【
対
象
・
３
～
12
か
月
児
】

2
日（
水
）	

♪
さ
く
ら
ん
ぼ
交
流（	

Ｈ
29
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
散
歩
・
中
島
公
園
】

８
日	(

火)	

♥
お
話
ル
ー
ム

	

　
【
お
祭
り
の
話 

他
】

	

♪
５
月
の
お
誕
生
会

10
日（
木
）	　

発
育
測
定　

10
時
15
分
受
付
終
了

	

　
【
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
測
定
・
相
談
可
】

11
日（
金
）	

♪
い
ち
ご
交
流（
Ｈ
28
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
散
歩
・
中
島
公
園
】

15
日（
火
）	

♪
り
ん
ご
交
流（
Ｈ
27
年
度
生
ま
れ
児
）

	

　
【
散
歩
・
中
島
公
園
】

19
日（
土
）	　

第
3
土
曜
日
開
館
日（
通
常
通
り
開
館
し
て
い
ま
す
）

22
日（
火
）	

♪
働
き
た
い
マ
マ
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
電
話
予
約
可
）

25
日（
金
）	

♪
あ
そ
び
の
ひ
ろ
ば

	

　
【
緑
地
公
園
で
遊
ぼ
う
】(

谷
汲
緑
地
公
園
に
て)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
地
集
合
・
解
散

＊
当
日
参
加
可
能
な
行
事
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
子
育
て
相
談
は
毎
日
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

＊	

行
事
の
申
込
み
は
、
前
月
の
中
頃
よ
り
実
施
日
前
日
ま
で
、
揖
斐

川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
電
話
予
約

不
可
）

♥
は
要
申
込
み　

♪
は
要
申
込
み
で
人
数
制
限
が
あ
り
ま
す
。

育
児
相
談
日	�����������������������������������

毎
週
月
曜
日	

９
時
～
16
時

児
童
発
達
支
援
事
業
所
「
い
び
が
わ
ア
ッ
プ
ル
」

　
　
　
　
　
　

	�����������������

月
～
金
曜
日	

８
時
30
分
～
17
時
15
分

手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
「
か
ぶ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」

　
　
　
　
　
　

	���������������������������������

第
２
月
曜
日	

13
時
～
15
時

サ
ー
ク
ル｢

お
し
ゃ
べ
り
会
・
ク
ロ
ー
バ
ー｣

（
要
実
施
確
認
）　

第
３
土
曜
日　

10
時
～
12
時

※
詳
細
は
、℡
０
５
８
５
ー
２
３
ー
１
１
３
６
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

～育児・発達相談～

 子育て支援センターの戸外にはこいのぼりが泳いでいます。お子さんとのナイスショットを撮ってみませんか？  

りんご交流…………平成27年度生まれ児
いちご交流…………平成28年度生まれ児
さくらんぼ交流……平成29年度生まれ児
ひよこ交流…………平成30年度生まれ児
　　　　　　　　　妊婦可
※ひよこ交流のみ隔月で行います。詳しくは、
ピッコロだよりでご確認ください。

※揖斐川子育て支援センターにて要予約です。

同年齢の親子の交流に参加してみませんか。手遊びやからだ遊び、短時間でできる制作あそび絵本
の読み聞かせなどをします。子育て親子さんと一緒に楽しくすごしましょう。子育て情報交流もあ
ります。5月は散歩に出かけます。みなさんの参加をお待ちしています。

～年齢別交流に参加しませんか～
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～　スモールステップで成功体験　～
高い所へ行こうとするとき、急な階段より緩やかな
階段の方が楽に行けますね。子どもにもいきなり高
い目標ではなく、小さな目標から始めてみましょう。

【例えば】到達目標：靴を履けるようになる
目標①靴をお母さんに渡して履かせてもらう
目標②片方は自分で履いて、片方は履かせてもらう
目標③自分で履く

子育てが楽しくなる
親子のかかわり

●
体
を
動
か
す
っ
て
楽
し
い
ね
！

～
た
に
ぐ
み
幼
児
園
～

　

毎
日
、
子
ど
も
た
ち
は
外
で
元
気
よ
く
体
を
動

か
し
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
の
特

性
を
把
握
し
、
子
ど
も
の
発
達
に
合
わ
せ
た
運
動

遊
び
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
日
々
の
保
育
の

中
で
は
『
立
腰
』
椅
子
に
腰
掛
け
背
筋
を
伸
ば
し

１
～
３
分
座
る
、『
ク
ネ
ク
ネ
・
ガ
ニ
ガ
ニ
体
操
』

を
取
り
入
れ
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
歳

児
は
喜
ん
で
体
操
を
行
い
、
片
足
立
ち
も
ふ
ら
つ

く
こ
と
な
く
立
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
３
～

５
歳
児
は
運
動
用
具
を
組
み
合
わ
せ
た
サ
ー
キ
ッ

ト
遊
び
や
ボ
ー
ル
遊
び
に
取
り
組
ん
で
い
く
中
で
、

今
ま
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
応

用
と
し
て
、
走
る
・
投
げ
る
と
い
う
運
動
が
入
っ

た
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
や
コ
ー
ン
倒
し
を
異
年
齢
で
楽

し
み
ま
し
た
。始
め
は
５
歳
児
だ
け
で
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
が
、徐
々
に「
ぼ
く
ん
た
あ
ば
っ
か
り
、

ボ
ー
ル
も
た
ん
と
、
ゆ
ず
っ

た
げ
な
あ
か
ん
」「
は
い
、
な

げ
て
」
と
年
下
児
へ
譲
る
優

し
い
気
持
ち
と
「
あ
り
が
と

う
」
と
嬉
し
そ
う
に
ボ
ー
ル

を
受
け
取
る
感
謝
の
気
持
ち

が
表
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
遊
び
を
通
し
て
体
の

使
い
方
を
知
り
、
仲
間
と
共

に
体
を
動
か
し
て
楽
し
む
こ

と
を
学
び
思
い
や
り
の
気
持

ち
が
育
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
様
々
な
体
験
を
通
し
て

遊
び
が
学
び
の
場
と
な
る
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

制
作
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
3
月
７
日　

揖
斐
公
民
館
】

園
児
と
一
緒
に
ふ
れ
合
い
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
た
。

【
3
月
14
日　

さ
か
う
ち
幼
児
園
】

日 曜 実　施　場　所　・　内　容

9 水
　　	出前保育：いび幼児園（園児とのふれあい）
　　	町立幼児園・なかよしタイム(園庭などを開放しています)

16 水
★　	出前保育：北方公民館（制作遊び）
★♪	揖斐幼稚園開放日　幼稚園へ要申込み　℡22-6008

23 水
　　	出前保育：やまと・きたがた幼児園（園児とのふれあい）
　　	町立幼児園・なかよしタイム(園庭などを開放しています)

24 木 ★　	出前保育：春日保健センター（制作遊び）
30 水 ★♪	出前保育：藤橋の湯　足湯体験と地域散策
◇	幼児園への出前保育は、当地区在住者のみ参加可能です。
◇	★印は、どの地域の方も利用できます。♪は要申込みです。
◇	居住地域外のなかよしタイム参加希望者は当園へお問い合せください。
◇	開設時間　　　9時30分～11時 30分
◇	ホームページ　揖斐川町（幼児園含）	 http://www�town�ibigawa�lg�jp/
	　　　　　　　　揖斐幼稚園	 http://www�ibi-youchien�ed�jp/

5月の地域子育て支援　未就園児親子の皆さんを待っています
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
館
日

　

月
曜
日
～
金
曜
日　

９
時
～
１６
時

　

第
３
土
曜
日

※
休
館
日
　
土
・
日
曜
日
　
祝
日

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
ピ
ッ
コ
ロ
」を

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
幼
児
園
・
図
書
館
・
公
民
館
・
保
健
セ

ン
タ
ー
・
役
場
・
振
興
事
務
所
・
町
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

出
前
保
育
～
地
域
で
遊
び
と

相
談
の
場
を
設
置
～

☆子育て支援センターは、子ども（０～18歳未満）のあらゆる相談窓口です。☆いびがわアップルは、子どもの発達相談窓口です。
子育て支援センター・いびがわアップル　℡（0585）23ー 1136　＊一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。
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料　　金　500円
健診内容　問診、身体計測（身長・体重・腹囲）、血圧測定、尿検査（蛋白・糖・潜血）、
　　　　　血液検査（肝機能・脂質・クレアチニン・尿酸・ヘモグロビンＡ１ｃ・貧血）

　揖斐川町では、19歳～39歳の健康診断を受ける機会のない方を対象にヤング健康診査を実施します。
　「若いから大丈夫」と思っていても、実は生活習慣病の芽が隠れているかもしれません。
ぜひ、この機会に健康診査を受けて、病気の発症予防と早期発見に繋げましょう！

＊平成29年度にヤング健康診査を受診された方、受診希望を出されている方には、受診票を送付します。
＊受診日・予約時間のご都合の悪い方は、変更の連絡をお願いします。
＊女性で生理中の方は、尿検査が出来ません。後日、揖斐川保健センターで実施します。
＊健診当日は、朝食を食べないでください。
＊健診前日の、暴飲暴食は避けてください。
＊健診を受けられた方全員に、後日、個別での結果説明を実施します。時間は30分程です

【申込み・お問い合せ】　揖斐川保健センター　℡ 23－1511

～『若い』からこそ、生活習慣病の予防をはじめませんか？～

平成30年度　ヤング健康診査のご案内

月　　日 受付時間 場　　所 対象者

６月　８日	（金）

	9：00～ 12：00 揖斐川保健センター 揖斐川町に住所を有する
19～39歳の方

６月１１日（月）

６月１２日（火）

６月２３日（土）

健幸ポイント
対象事業です♪

※ボランティアによる託児も利用できます。
詳細については揖斐川保健センター（☎２３－１５１１）へお問い合せください。

 

17.2% 25.0% 7.0% 29.9% 20.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

異常なし 軽度異常 要経過観察 要注意 要精検

≪H29　ヤング健康診査　結果≫

⇒受診者の結果を見ると、若くても健診結果に異常がある人が多いという事がわかります。

【テーマ】健康寿命を延ばそう
【日 時】5月15日（火）14時～15時30分	 【場 所】メディカルケアセンターＩＢ　会議室
【内 容】講話、クイズ、ポールストレッチ、試食など		 【定 員】25人　　　
【参加費】無料	 【申込期限】5月14日（月）
【お申込み・お問い合せ】クリニックＩＢ　電話22-0112（担当：黒川）　
　　　　　　　　　　　　受付時間8時30分～18時（水曜・日曜・祝日を除く）
※県受託事業の一環で開催しています

健康セミナーを開催します！

１年に１度は健診を受けて、自分の健康状態を確認しましょう！
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平成29年度　健康にこにこ運動のご参加、ありがとうございました！

○実施期間　平成29年9月1日～平成30年1月31日		 ○参加延べ人数　456人
○参加者数　132人（男性41人、女性89人、匿名2人）	 ○参加者平均年齢　70�3歳（参加者最高年齢94歳）
健康にこにこ運動とは・・・自分で健康に関する目標を決め、その達成に向けチャレンジする運動です。

継続して挑戦し、５回以上達成された方は、
次の70人です。

5回（5か月間以上）達成者

　対象　揖斐川町にお住まいの 65 歳以上の方　どの公民館にもご参加いただけます。（健幸ポイント対象事業です。）

日頃の生活が楽になる運動を皆さんで楽しくしてみませんか？
参加無料、申込み不要です！５月のおたっしゃ教室

〈北　方〉　		　　達成者7人
今
いま

西
にし

　範
のり

美
み

さん　河
かわ

瀬
せ

九
つ く も

十九さん
河
かわ

瀬
せ

　治
はる

光
みつ

さん　河
かわ

瀬
せ

　洋
よう

子
こ

さん

廣
ひろ

瀬
せ

　　勲
いさお

さん　細
ほそ

野
の

　　都
みやこ

さん

牧
まき

村
むら

かづ子
こ

さん

〈大　和〉　　　達成者20人
清
し

水
みず

　善
よし

澄
ずみ

さん　林
はやし

　　孝
たか

子
こ

さん

林
はやし

　　光
みつ

男
お

さん　細
ほそ

野
の

やゑのさん
細
ほそ

野
の

　行
ゆき

男
お

さん　宮
みや

川
がわ

　金
きん

蔵
ぞう

さん

ほか14人

〈小　島〉　		　　達成者1人
衣
え

斐
び

　直
なお

樹
き

さん

〈揖　斐〉　　　達成者10人
石
いし

原
はら

　正
まさ

生
お

さん　小
こ

森
もり

　友
ゆう

二
じ

さん

竹
たけ

中
なか

　みねさん　古
ふる

田
た

すゑ子さん
ほか6人

〈清　水〉　　　達成者13人
加
か

藤
とう

美
み よ こ

代子さん　杉
すぎ

山
やま

喜
き く お

久雄さん
杉
すぎ

山
やま

　澄
すみ

子
こ

さん　杉
すぎ

山
やま

ほづ枝さん
ほか10人

〈𦙾　永〉　		　　達成者8人
野
の

原
はら

千
ち え こ

恵子さん　波
は

賀
が

野
の

幸
さち

子
こ

さん

波
は

賀
が

野
の

靖
せい

二
じ

さん　波
は

賀
が

野
の

富
とみ

夫
お

さん

波
は

賀
が

野
の

千
ち え こ

恵子さん　山
やま

㟢
ざき

　克
かつ

枝
え

さん

山
やま

㟢
ざき

きよ子	さん　　　ほか1人

〈谷　汲〉　		　　達成者3人
平
ひら

尾
お

新
しん

之
の

助
すけ

さん　深
ふか

井
い

久
く み こ

美子さん
松
まつ

野
の

　繁
しげ

子
こ

さん

〈春　日〉　		　　達成者1人
田
た

中
なか

　礼
れい

雄
お

さん

〈久　瀬〉　		　　達成者7人
小
お

椋
ぐら

　才
さい

一
いち

さん　高
たか

橋
はし

いよ子
こ

さん

高
たか

橋
はし

志
し

げ子
こ

さん　　　ほか4人

公民館 部屋 日程（毎月） 開催日
揖斐 １階 研修室 第２火曜日 ５月　８日
小島 1階 集会室 第４火曜日 ５月２２日
大和 2階 集会室 第１火曜日 ５月　１日
北方 １階 集会室 第３火曜日 ５月１５日
清水 １階 集会室 第４木曜日 ５月２４日
脛永 １階 ホール 第２木曜日 ５月１０日

受付・血圧測定：9時30分～　教室：10時～ 11時30分
※昨年度と開催日程が異なる公民館があります。
※公民館によって講師が異なります。

持ち物　運動のできる服装、上靴、水分、タオル、
　　　　教室のファイル（お持ちの方）
【お問い合せ】揖斐川町地域包括支援センター
　　　　　　　℡２３－１３４１

【お問い合せ】
揖斐川保健センター
℡23－1511

認知症カフェ
　認知症カフェとは、誰でも参加できる集いの場です。
地域住民、認知症の方やその家族がお茶を飲みながらお互いに交流した
り、各専門家らと情報交換したりすることを目的としています。

５月

名　称 会　場 開催日時 電話番号

喫茶しずやま
グループホーム揖斐川
げんき村

（揖斐川町志津山谷378）

5月16日（水）
10時～ 11時30分
13時30分～ 15時

21－3511

ふらっとカフェ JAいび川　清流の里
（揖斐川町三輪中新田2439-1）

5月18日（金）
13時30分～ 15時 21－3666

カフェスマイル
デイズ

メディカルケアセンターＩＢ
（揖斐川町長良657-1）

5月23日（水）
13時～ 16時 22－0122

喫茶Chidori
（ちどり）

特別養護老人ホームかりやど
（揖斐川町黒田419-3）

5月23日（水）
14時～ 16時 22－5511

　失語症（脳の損傷による言語障害の
一つ）について「悩み」「喜び」を語り
合うことができる誰でも参加できる憩
いの場です。

失語症カフェ

名　　称 失語症カフェ

会　　場 JA いび川　清流の里

開催日時
5 月 20 日（日）

13 時 30 分～ 15 時
※事前予約が必要

電話番号 21-3666

【お問い合せ】　揖斐川町役場福祉課　地域包括支援センター　℡２３－１３４１

【お問い合せ】　揖斐川町役場福祉課　
地域包括支援センター　℡２３－１３４１

※詳しくは各会場にお問い合せください。

気軽に
お越しください！
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平成30年第１回揖斐川町議会定例会が、３月１日から９日までの９日間の会期で開催されました。
初日には、４月号に掲載のとおり正・副議長の選挙が行われました。続いて町長から、平成30年度
予算案をはじめとする55議案の提案説明が行われました。このうち５議案が可決・同意され、残る議
案の審査は各委員会に付託されました。また、受理した請願１件の審査も総務文教常任委員会に付託
されました。
これを受け、２日には総務文教常任委員会及び民生建設常任委員会、５日には議員全員で構成する
予算特別委員会がそれぞれ開催され、付託された議案等の審査が行われました。
８日の定例会２日目には、７名の議員が一般質問を行いました。
最終日の９日には、付託された議案の審査結果が各委員長から報告され、質疑・討論・採決が行わ
れました。また、この日町長から提出された工事請負契約の締結について審議され、すべての議案が
原案どおり可決されました。請願１件については、総務文教常任委員会の継続審査となりました。
本定例会に提出された案件の主な内容、また一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

条
例
案
件

○
揖
斐
川
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及
び
行

政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
及
び
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
施
行
規
則
並
び
に

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育

等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
夜
叉
ヶ
池
の
里

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を

廃
止
す
る
条
例

利
用
者
が
減
少
し
収
益
が
見
込
め
ず
現
在

休
止
中
で
あ
り
、
再
開
の
見
通
し
も
立
た

な
い
た
め
、
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

高
齢
者
の
医
療
確
保
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

○
揖
斐
川
町
農
林
水
産
物
加
工
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例

有
害
捕
獲
し
た
鹿
・
猪
の
処
理
に
対
応
す

る
た
め
、
休
止
中
の
坂
内
ダ
チ
ョ
ウ
処
理

施
設
を
ジ
ビ
エ
解
体
処
理
施
設
に
改
修

し
、
適
正
に
管
理
運
営
を
行
う
た
め
、
本

条
例
の
全
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
所
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例平
成
30
年
４
月
か
ら「
名
倉
清
流
発
電
所
」

が
新
た
に
稼
働
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
土
地
改
良
事
業
分
担
金
賦
課
徴

収
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例土
地
改
良
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第１回揖斐川町議会 定例会

議 会 だ よ り
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○
教
育
委
員
会
委
員

横
山　

法
子
さ
ん（
西
横
山
）

○
人
権
擁
護
委
員

若
園　

敏
朗
さ
ん（
三
輪
）

中
川　

順
人
さ
ん（
西
横
山
）

○
揖
斐
広
域
連
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

成
瀬　

雅
弘　

議
員

○
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

大
久
保
為
芳　

議
員

宇
佐
美
直
道　

議
員

そ
の
他
の
案
件

○
町
道
の
路
線
の
認
定

　

１
路
線
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
介
護
予
防
拠
点
施
設
し
ず
や
ま

の
指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者　

社
会
福
祉
法
人
樹
心
会

指
定
の
期
間　

平
成
30
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　
　

平
成
31
年
３
月
31
日

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

揖
斐
地
区
特
環
公
共
下
水
道
事
業
終
末
処

理
場（
場
内
整
備
）
工
事

変
更
前
契
約
金
額　
　
　

７
１
２
８
万
円

変
更
後
契
約
金
額

　
　

８
５
５
０
万
１
４
４
０
円

　

契
約
の
相
手
方　
　

西
濃
建
設
株
式
会
社

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
仮
称
）
ふ
れ
あ
い
児
童
公
園　

第
１
期

整
備
工
事

契
約
金
額　
　
　
　
　
　

８
９
１
０
万
円

契
約
の
相
手
方　
　

西
濃
建
設
株
式
会
社

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
６
号
）

補
正
額　

４
３
２
９
万
３
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　

１
３
９
億
２
７
４
３
万
５
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

補
正
額

　
　

１
億
２
１
６
０
万
３
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　

３
１
億
４
０
８
２
万
１
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　

７
１
万
８
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

３
億
１
８
８
１
万
８
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　

４
２
万
８
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額　
　
　
　

６
５
１
９
万
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　

７
７
万
９
０
０
０
円
増
額

補
正
後
予
算
額

８
７
６
７
万
９
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

６
４
８
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額

１
億
４
６
６
０
万
２
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

財
源
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
増
減
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　

７
５
３
５
万
７
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
億
１
０
６
４
万
３
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　
　
　
　
　
　

１
１
８
万
円
減
額

補
正
後
予
算
額　
　
　
　
　

１
６
２
万
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額４

億
３
７
６
０
万
９
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　

７
７
７
９
万
１
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

補
正
額　
　

７
１
３
万
４
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

１
億
８
４
８
２
万
９
０
０
０
円

○
平
成
29
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

補
正
額　

１
１
３
０
万
８
０
０
０
円
減
額

補
正
後
予
算
額

　
　
　

２
５
１
９
万
２
０
０
０
円

人
事
案
件

　

教
育
長
及
び
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
、
揖
斐
広
域
連
合
及

び
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合
議
会
議

員
の
補
欠
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
教
育
長

野
原　

靖
さ
ん（
𦙾
永
）

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

林　
幹
夫 

議
員

揖
斐
川
を
守
り
、
か
つ
て
の
恵
み
を
、
再
び

蘇
え
ら
せ
た
い

　

私
は
、
揖
斐
川
の
河
畔
に
生
ま
れ
、
揖
斐

川
を
年
中
肌
で
感
じ
る
暮
ら
し
を
数
十
年
余

続
け
て
い
ま
す
。

　

昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
百
艘
余
の
船
が
揖

斐
川
を
上
り
下
り
し
て
、西
濃
は
も
と
よ
り
、

桑
名
、
名
古
屋
ま
で
揖
斐
山
の
幸
を
届
け
て

い
ま
し
た
。

　

今
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
は
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
自
慢
の
資
源
と
し
て
売

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
通
に
言
わ
せ
る

と
、
揖
斐
川
の
鮎
は
、
長
良
川
の
鮎
よ
り
数

段
上
に
評
価
さ
れ
、
都
会
か
ら
の
遊
客
で
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
山
間
部
に
道
路
が
整
備
さ
れ
、

燃
料
が
薪
か
ら
ガ
ス
、
電
気
に
替
わ
り
、
併

せ
て
幾
つ
も
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
時

代
の
流
れ
と
共
に
揖
斐
川
か
ら
受
け
て
い
た

○
揖
斐
川
町
工
場
立
地
法
の
特
例
措
置
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

引
用
す
る
法
律
名
が
企
業
立
地
促
進
法
か

ら
地
域
未
来
投
資
促
進
法
に
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
揖
斐
川
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

公
営
住
宅
法
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業「
揖
斐

処
理
区
」
が
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
一

部
供
用
開
始
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る
損
害
補
償
の

基
準
を
定
め
る
政
令
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

◎
平
成
30
年
度
一
般
会
計
及
び
21
特
別
会
計

の
予
算
と
１
企
業
会
計
の
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

○
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
額

　
　
　
　
　
　

１
２
７
億
８
０
０
０
万
円

○
平
成
30
年
度
特
別
会
計
予
算
額（
21
会
計
）

　
　
　
　
　
　
　

５
５
億
５
６
９
６
万
円

○
平
成
30
年
度
上
水
道
事
業
会
計
予
算
額

　
　
　
　

５
億
９
３
１
９
万
４
０
０
０
円
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昇
対
策
、
酸
素
濃
度
の
測
定
な
ど
、
き
め
細

か
な
観
測
調
査
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
、
洪
水
時
に
お
い
て
も
一
定
水

位
以
下
と
な
る
よ
う
調
整
さ
れ
て
い
る
放
水

を
、
増
量
す
る
事
に
関
し
ま
し
て
は
、
揖
斐

川
治
水
計
画
に
係
る
こ
と
で
あ
る
た
め
、
関

係
機
関
と
の
協
議
調
整
が
必
要
に
な
る
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
ダ
ム
事
業
者
な
ど
に
対
し

て
、
今
後
も
尚
一
層
、
揖
斐
川
の
河
川
環
境

の
保
全
と
向
上
を
図
る
た
め
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

川
原
を
含
め
、
河
川
の
環
境
を
保
全
し
て

い
く
た
め
に
は
、
地
元
漁
業
協
同
組
合
の
自

主
的
な
行
動
も
必
要
で
あ
り
、町
と
し
て
は
、

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
揖
斐
川
の
河
川
環
境

保
全
と
賑
わ
い
の
創
出
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
徳
山
ダ
ム
湖
を
漁
場
と
し
た
養
魚

場
や
放
流
事
業
の
開
拓
に
つ
き
ま
し
て
は
、

徳
山
ダ
ム
上
流
域
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
、
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域
自
然

環
境
保
全
条
例
に
よ
り
保
全
を
行
っ
て
お

り
、
自
然
生
態
系
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
か

の
検
討
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
ダ
ム
湖
の
水

質
へ
の
影
響
の
検
討
や
、
渇
水
や
洪
水
調
節

に
よ
り
ダ
ム
湖
に
大
き
な
水
位
変
動
が
発
生

す
る
た
め
、
ダ
ム
湖
を
漁
場
と
し
た
場
合
の

操
業
に
対
す
る
、
安
全
対
策
も
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

更
に
本
地
区
は
、
漁
業
権
を
有
し
た
徳
山

村
漁
業
協
同
組
合
が
解
散
し
て
い
ま
す
の

多
く
の
恩
恵
と
澄
ん
だ
川
の
流
れ
が
無
く
な

り
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
が
揖
斐
川
か
ら
受
け
る
恩
恵

は
、
農
業
用
水
の
み
で
、
川
の
流
れ
と
共
に

暮
ら
し
て
い
た
先
人
達
は
、
こ
の
様
変
わ
り

を
ど
う
見
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

川
は
、
多
く
の
恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
反

面
、
大
き
な
災
害
も
運
ん
で
き
ま
す
。
徳
山

ダ
ム
が
稼
働
し
本
格
的
な
治
水
・
利
水
対
策

が
と
ら
れ
、
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
付
与

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
感
謝
の
念
を
厚
く
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
揖
斐
川
の
源
は
湧
き
水

で
、
水
涸
れ
し
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、

多
く
の
用
水
へ
の
引
水
で
、
瀬
切
れ
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
利
水
対
策
が
取

ら
れ
、
瀬
切
れ
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
反
面
、
春
の
雪
解
け
一
番
洪
水
、
梅

雨
時
の
出
水
や
台
風
に
よ
る
洪
水
が
、
治
水

対
策
か
ら
一
定
水
位
以
下
の
洪
水
に
切
り
替

わ
り
、
川
が
洗
わ
れ
ず
揖
斐
川
か
ら
川
原
が

無
く
な
り
、
野
獣
の
住
み
か
と
も
な
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

川
原
の
先
に
あ
る
水
中
を
見
て
み
る
と
、

鮎
な
ど
の
川
魚
の
エ
サ
と
な
る
藻
が
伸
び
す

ぎ
て
、エ
サ
不
足
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
揖
斐
川
を
漁
場
と
さ
れ
る
、
揖

斐
川
中
部
漁
協
・
揖
斐
川
上
流
漁
協
、
そ
し

て
久
瀬
漁
協
の
３
つ
の
漁
業
協
同
組
合
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
鮎
の
稚
魚
を
放
流
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
自
然
の
洪
水
で
川
が
洗
わ
れ
る
坂

内
川
の
発
育
が
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
次
の
事
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

行
政
と
３
つ
の
漁
協
が
一
丸
と
な
っ
て
、

揖
斐
川
に
自
然
の
力
で
川
原
を
蘇
え
ら
せ
る

方
策
が
と
れ
ま
せ
ん
か
。
併
せ
て
、
日
本
一

の
徳
山
ダ
ム
湖
を
漁
場
と
し
た
、
養
魚
場
や

放
流
事
業
の
開
拓
が
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

町 

長

　

私
た
ち
は
、
清
流
揖
斐
川
か
ら
様
々
な
恩

恵
を
享
受
す
る
一
方
で
、
多
く
の
災
害
に
よ

る
被
害
も
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
流
域
住
民
の
念
願
で
あ
っ
た「
徳

山
ダ
ム
」
完
成
後
は
、
洪
水
調
整
機
能
や
農

業
用
水
な
ど
の
水
量
と
併
せ
水
温
調
整
を
行

う
こ
と
で
、
洪
水
時
や
渇
水
時
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
環
境
が
保
た
れ
て
い
る
こ
と

に
、
改
め
て
徳
山
ダ
ム
の
恩
恵
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
資
源
機
構
徳
山
ダ
ム
管
理
所
で
は
、
瀬

切
れ
や
川
藻
の
対
策
に
つ
い
て
、
漁
業
環
境

の
維
持
保
全
対
策
の
た
め「
徳
山
ダ
ム
の
弾

力
的
な
運
用
検
討
会
」
を
発
足
し
、
万
石
観

測
地
点
で
毎
秒
20
ト
ン
の
維
持
流
量
を
確
保

す
る
た
め
の
増
量
放
水
や
、
濁
水
の
長
期
化

を
低
減
す
る
た
め
徳
山
ダ
ム
・
横
山
ダ
ム
の

連
携
操
作
、
付
着
藻
類
の
剥
離
更
新
の
促
進

と
し
て
、
毎
秒
60
ト
ン
か
ら
１
０
０
ト
ン
の

増
量
放
水
に
よ
り
、
淵
や
淀
み
・
ワ
ン
ド
内

流
水
の
循
環
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。更
に
、

春
先
・
秋
口
の
水
温
低
下
、
夏
場
の
水
温
上

ここが聞きたい
一般質問

議員７名が町政を問う

本定例会の一般質問の要旨をお知ら
せします。（紙面の都合上、質問及び
答弁は要約しています。）

林
　
幹
夫 

議
員

揖
斐
川
を
守
り
、
か
つ
て
の
恵
み
を
、
再
び

蘇
え
ら
せ
た
い

　

私
は
、
揖
斐
川
の
河
畔
に
生
ま
れ
、
揖
斐

川
を
年
中
肌
で
感
じ
る
暮
ら
し
を
数
十
年
余

続
け
て
い
ま
す
。

　

昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
百
艘
余
の
船
が
揖

斐
川
を
上
り
下
り
し
て
、西
濃
は
も
と
よ
り
、

桑
名
、
名
古
屋
ま
で
揖
斐
山
の
幸
を
届
け
て

い
ま
し
た
。

　

今
、「
清
流
長
良
川
の
鮎
」
は
世
界
農
業

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
自
慢
の
資
源
と
し
て
売

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
食
通
に
言
わ
せ
る

と
、
揖
斐
川
の
鮎
は
、
長
良
川
の
鮎
よ
り
数

段
上
に
評
価
さ
れ
、
都
会
か
ら
の
遊
客
で
賑

わ
い
を
見
せ
て
い
た
時
代
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
山
間
部
に
道
路
が
整
備
さ
れ
、

燃
料
が
薪
か
ら
ガ
ス
、
電
気
に
替
わ
り
、
併

せ
て
幾
つ
も
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
る
な
ど
、
時

代
の
流
れ
と
共
に
揖
斐
川
か
ら
受
け
て
い
た
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で
、
新
た
に
漁
業
権
を
岐
阜
県
に
申
請
す
る

必
要
も
あ
り
ま
す
。

　

実
際
に
ど
の
よ
う
な
魚
類
で
あ
れ
ば
、
放

流
や
養
魚
場
で
の
飼
育
が
可
能
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
ヒ
メ
マ
ス
、
ニ
ジ
マ
ス
な
ど

は
外

※

来
種
で
あ
り
、
在
来
種
に
与
え
る
影
響

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
ア
ジ
メ
ド
ジ
ョ

ウ
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
レ
ッ
ド
ブ
ッ
ク
で

絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
採
算
性

と
自
然
生
態
系
へ
の
影
響
を
考
慮
し
た
魚
類

を
選
定
す
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た　

阿
木
川
ダ
ム
な
ど
で
生

息
す
る
陸
封
ア
ユ
に
つ
い
て
は
、
冬
期
の
最

低
水
温
が
低
い
こ
と
や
仔
鮎
の
餌
と
な
る
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
少
な
い
こ
と
が
問
題
で
あ
る

と
水
資
源
機
構
徳
山
ダ
ム
管
理
所
か
ら
聞
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る

必
要
が
あ
り
、
す
ぐ
に
実
施
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
機
関
と
十
分
な
協

議
調
整
を
行
い
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
外
来
種
と
は
、
も
と
も
と
そ
の
地
域
に
い
な

か
っ
た
の
に
、
人
間
の
活
動
な
ど
に
よ
っ
て
他

の
地
域
か
ら
入
っ
て
き
た
生
物
。

平
井　
豊
司 

議
員

水
資
源
の
利
用
に
つ
い
て

　

町
民
憲
章
に
は
、｢

わ
た
し
た
ち
の
揖
斐

川
町
は
山
の
緑
と
清
流
が
お
り
な
す
自
然
に

恵
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
の
町
で
す
。
こ
の
ふ

る
さ
と
に
誇
り
と
愛
情
を
も
ち
、
未
来
に
続

く
豊
か
な
町
に
す
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
ま

す
。｣

と
あ
り
ま
す
。
中
で
も
水
資
源
と
し

て
私
達
が
全
国
に
誇
れ
る
徳
山
ダ
ム
は
、
あ

の
浜
名
湖
よ
り
貯
水
量
が
多
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
私
達
は
普
段
き
れ
い
な
水
と
共
に

あ
り
、
あ
ま
り
そ
の
価
値
に
気
付
か
な
い
で

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

30
数
年
前
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
文
化
交
流
に

行
っ
た
際
に
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
、

現
地
の
ビ
ー
ル
よ
り
も
高
価
で
驚
き
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
マ
ラ
ソ
ン
交
流
で
訪
れ
た

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
お

宅
で
も
、
朝
食
の
際
に
は
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー

ス
、
ミ
ル
ク
、
ま
た
タ
ン
ク
に
入
っ
た
水
が

用
意
し
て
あ
り
ま
し
た
。
普
段
は
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
っ
た
水
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
、
水
の
価
値
を
再
認
識
し
た
の
は
、

揖
斐
川
町
で
古
田
県
知
事
が
講
演
さ
れ
た
内

容
で
、
外
国
に
岐
阜
の
物
産
を
売
り
込
み
に

行
き
、
そ
の
商
談
の
時
に
日
本
か
ら
持
参
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
が
机
上
に
置
い
て
あ

り
、
こ
の
水
を
口
に
し
た
ら
と
て
も
お
い
し

く
、
本
命
と
は
違
っ
た
水
の
商
談
が
ま
と

ま
っ
た
と
い
う
事
を
聞
い
た
か
ら
で
す
。

　

揖
斐
川
町
に
は
、
遠
方
か
ら
お
い
し
い
湧

き
水
を
汲
み
に
く
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、
中
国
の
人
が
水
の
源
流
を
買
い
あ

さ
っ
て
い
る
と
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
早
く
こ
の
水
の
価
値
に
気

付
く
べ
き
で
す
。
揖
斐
川
町
は
、
素
晴
ら
し

い
宝
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
あ
と
は
い
か
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
か
だ
と
思
い
ま
す
。
水
が
あ

る
と
こ
ろ
に
水
を
売
り
込
む
の
は
難
し
い
の

で
す
が
、
例
え
ば
、
マ
ラ
ソ
ン
交
流
で
出
来

た
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
と
の
道
が
、
今
は
教
育

を
通
し
て
文
化
交
流
の
道
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
出
来
た
道
で
す
か
ら
、
こ
の

道
を
通
し
て
、
水
の
な
い
砂
漠
の
地
に
水
を

買
っ
て
頂
い
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ま

た
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
町
も
潤
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
一
例
で
、

発
想
の
転
換
に
よ
っ
て
、
ま
だ
他
に
い
ろ
ん

な
事
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
そ
の
事
が
、
町
民
憲
章
に
合
致
す
る

と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

町 

長

　

議
員
ご
提
案
の
、水
資
源
を
利
用
し
た「
水

の
製
品
化
」
で
す
が
、
先
ず
は
利
用
す
る
水

が
飲
料
と
し
て
適
し
て
い
る
か
50
数
項
目
の

水
質
検
査
を
行
い
、
適
し
て
い
る
と
判
断
さ

れ
れ
ば
、
自
社
工
場
若
し
く
は
、
外
注
に
よ

り
他
社
工
場
へ
専
用
の
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
で

運
搬
し
、
ボ
ト
リ
ン
グ
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
印

刷
な
ど
を
行
い
製
品
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
製
品
を
販
売
す
る
た
め
に
は
、
宣
伝

や
販
路
開
拓
と
い
っ
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も

関
連
し
て
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

水
の
市
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
特
性
か
ら

差
別
化
が
難
し
く
、
大
手
飲
料
メ
ー
カ
ー
の

参
入
も
あ
り
飽
和
状
態
で
あ
る
と
聞
い
て
お

り
、
更
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
は
低
価
格
の
商
品
も
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
町
と
し
て
水
の

商
品
化
や
海
外
展
開
は
、
製
造
コ
ス
ト
・
販

路
開
拓
な
ど
の
面
か
ら
な
か
な
か
困
難
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
飲
料
水
で
は
な
く
、
発
想
を
転

換
す
れ
ば
、
他
の
分
野
で
の
利
活
用
が
見
込

め
る
可
能
性
も
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
同
じ

よ
う
に
視
点
を
変
え
れ
ば
、
価
値
の
あ
る
資

源
が
町
内
に
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
視

点
か
ら
も
、
発
想
を
転
換
し
て
資
源
と
な
る

宝
物
の
提
案
な
ど
が
さ
れ
る
こ
と
が
、
住
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、未
来
セ
ン
タ
ー
会
議
で
も
、

発
想
や
視
点
を
変
え
た
、
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
提
案
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、
職
員
と
住
民
が
一
緒
に

な
っ
て
色
々
な
施
策
を
検
討
し
て
い
く
場
、

意
見
交
換
す
る
場
が
、
当
町
の
色
々
な
資
源

を
発
掘
す
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
が
町
民
憲
章
の「
ふ
る
さ
と
に
誇

り
と
愛
情
を
も
ち
、
未
来
に
続
く
、
豊
か
な

町
に
す
る
た
め
、
力
を
合
わ
せ
ま
す
。」
に

繋
が
っ
て
い
く
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

議
員
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
引
き
続
き
、
ご
理
解
と
ご
協



15 Public Information IBIGAWA  2018. 5

観
光
施
設
が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
ら
は
合
併

前
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
整
備
さ
れ
た
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
、老
朽
化
も
経
年
と
と
も
に
進
み
、

修
繕
を
必
要
と
す
る
施
設
も
同
様
に
増
加
し

て
お
り
、
運
営
方
針
や
改
廃
等
の
見
直
し
を

含
め
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
の
修
繕
な
ど
は
、

こ
れ
ま
で
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
コ
テ
ー
ジ
増
設
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
な
ど
か
ら
、
必
要
性
も
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
投
資
に
対
し
て
の

効
果
や
採
算
性
、
今
後
の
利
用
者
の
動
向
な

ど
を
踏
ま
え
、
十
分
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
、
安
全
安
心
な
施
設
整
備
と
い
う

観
点
で
、
他
の
指
定
管
理
施
設
や
観
光
施
設

と
の
バ
ラ
ン
ス
や
優
先
順
位
を
考
慮
し
、
老

朽
化
し
て
い
る
施
設
の
修
繕
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
回
で
も
訪
れ
た
く
な
る
施
設
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
、
利
用
客
の
根
強
い
人
気
を
高

め
る
こ
と
に
繋
が
る
た
め
、
少
し
で
も
よ
り

快
適
に
利
用
で
き
る
よ
う
な
、
環
境
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

杉
本　
一
義 

議
員

 

公
衆
ト
イ
レ
の
様
式
化
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
谷
汲
山
な
ど
の
観
光
地
を
は

じ
め
町
内
の
主
要
な
箇
所
に
公
衆
ト
イ
レ
を

設
置
し
、
観
光
客
や
町
民
の
便
に
供
し
て
い

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

杉
本　
一
義 
議
員

地
域（
地
区
）
の
活
力
・
活
性
化
の
創
造
に

向
け
て

　

本
町
で
は
山
間
地
域
で
の
活
力
活
性
化
づ

く
り
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
小
津
地
区
で
岐
阜

大
学
応
用
生
物
科
学
部
と
提
携
し
、
奥
揖
斐

の
花
と
し
て
県
下
に
誇
れ
る
小
菊
づ
く
り
の

一
層
の
充
実
や
ワ
サ
ビ
田
づ
く
り
な
ど
、
山

間
地
域
な
ら
で
は
の
地
域
環
境
を
活
か
し
た

特
産
品
物
の
開
発
、
県
の
文
化
財
や
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
能
面
・
大
杉
を
有

す
る
白
山
神
社
の
ほ
か
、
霊
峰
権
現
山
、
自

然
美
豊
か
な
小
津
渓
谷
や
樽
谷
の
滝
な
ど
、

観
光
資
源
を
活
か
し
た
地
域
お
こ
し
の
調
査

研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
取
組
み
は
単
に
小
津
地
区
の
活

力
づ
く
り
に
止
ま
ら
ず
、
全
町
域
お
こ
し
の

礎
に
も
な
る
も
の
と
、
こ
れ
の
成
就
に
大
き

な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、
小
津
地
区
の
皆
さ
ん
も
進
行
す

る
少
子
高
齢
化
を
心
の
底
か
ら
憂
い
、
地
域

に
活
気
を
創
り
出
す
に
は
、
自
ら
が
動
き
出

す
こ
と
に
あ
る
と
の
信
念
で
、
20
年
程
前
に

「
権
現
山
の
登
山
道
を
守
る
会
」
を
立
ち
上

げ
ら
れ
、
登
山
者
が
安
全
で
快
適
に
登
山
で

き
る
よ
う
毎
年
登
山
道
の
整
備
に
尽
く
し
て

こ
ら
れ
、
今
で
は
年
間
１
万
人
有
余
の
登

山
者
を
迎
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
今
で
は
有
志
で
高
知
谷
に
流
れ
る
落

差
50
メ
ー
ト
ル
と
勇
壮
な
樽
谷
の
滝
へ
、
よ

り
多
く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
こ
う
と
、
散

策
道
の
改
良
整
備
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま

し
た
。
更
に
、
平
成
27
年
度
か
ら
は
、
小
津

地
区
の
活
力
づ
く
り
の
中
核
と
も
言
え
る
農

業
体
験
交
流
施
設「
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
」

も
、
地
元
の
方
が
代
表
を
務
め
る
会
社
が
指

定
管
理
を
行
い
、
採
算
を
も
度
外
視
し
て
粉

骨
砕
身
の
気
力
で
取
り
組
ま
れ
、
管
理
以
前

と
比
べ
右
肩
上
が
り
の
入
込
客
を
導
く
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

持
ち
場
で
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ま
れ
て
い

る
熱
意
や
ひ
た
む
き
な
姿
勢
に
感
服
し
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
多
く
の
難
題
が
あ
り
ま
す
が
、

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
が
夏
休
み
や

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
な
ど
の
行
楽
シ
ー
ズ

ン
の
コ
テ
ー
ジ
の
利
用
申
込
が
年
々
増
加

し
、
満
室
で
お
断
り
す
る
状
況
が
重
な
り
、

不
平
不
満
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
コ
テ
ー
ジ
の
棟
数

を
増
や
し
、
健
全
に
対
応
、
運
営
が
出
来
る

環
境
を
創
る
こ
と
と
考
え
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
負
の
連
鎖
は
一
刻
も
早

く
断
ち
切
り
是
正
し
な
け
れ
ば
、
入
込
客
離

れ
に
繋
が
り
、
折
角
動
き
始
め
た
地
域
活
力

の
道
程
を
削
い
で
し
ま
う
と
と
も
に
、
地
域

住
民
の
志
気
ま
で
も
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
繋
が
り
か
ね
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
長
は
、
言
い
回
し
は
異
な
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、｢

自
ら
努
力
す
る
と
こ
ろ
に
は

手
助
け
も
お
し
ま
な
い｣

と
の
趣
旨
の
発
言

を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
現
状
こ
そ
が
、
自
ら
の
努
力

に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
地
域
お
こ
し
へ
の
窮

状
で
あ
り
切
望
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
町

長
は
こ
う
し
た
住
民
の
地
域
に
か
け
る
意
気

込
や
情
熱
を
ど
う
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

期
待
さ
れ
て
い
る
コ
テ
ー
ジ
の
棟
数
増
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

久
瀬
の
小
津
地
区
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
自

ら
が
地
域
お
こ
し
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
は
、
私
が
常
々
申
し
上
げ
て
い
る
地
域
づ

く
り
に
お
け
る「
自
助
」「
共
助
」
を
実
践
さ

れ
て
お
り
、
住
民
活
動
と
し
て
大
変
評
価
で

き
る
も
の
で
す
。

　

月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
は
、
町
が
指
定
管

理
す
る
施
設
の
一
つ
で
あ
り
、
入
場
者
・
売

り
上
げ
と
も
に
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と

は
、
指
定
管
理
者
で
あ
る
地
元
の
会
社
の
経

営
努
力
は
も
と
よ
り「
地
域
の
施
設
は
地
域

の
力
で
守
り
、
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
。」

と
い
っ
た
、
ひ
た
む
き
な「
地
元
愛
」
に
よ

る
も
の
が
大
き
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
の
コ
テ
ー
ジ
増
設

に
つ
い
て
、
町
内
に
は
、
指
定
管
理
施
設
や



2018. 5  Public Information IBIGAWA 16

ま
す
が
、そ
の
多
く
が
和
式
の
ト
イ
レ
で
す
。

　

現
在
、
多
く
の
家
庭
で
も
洋
式
ト
イ
レ
の

普
及
が
進
み
、
大
半
の
皆
さ
ん
は
勿
論
、
と

り
わ
け
若
い
世
代
の
方
々
は
、
和
式
の
ト
イ

レ
を
使
用
し
た
こ
と
も
無
い
と
い
う
ほ
ど
、

洋
式
ト
イ
レ
依
存
の
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
道
路
整
備
の
進
捗
な
ど
に
よ
り
、

国
内
外
か
ら
の
入
込
客
の
一
層
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、

本
町
の
誇
り
で
あ
る「
お
も
て
な
し
の
心
」

そ
の
も
の
で
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

繋
が
る
と
確
信
す
る
も
の
で
、
早
急
に
進
め

る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
国
に
お
い

て
も
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
に
観
光
地
や
駐
車
場
な
ど
多
く
の
人
が
立

ち
寄
る
場
所
の
公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
図

る
た
め
、
改
修
を
行
う
自
治
体
に
は
３
分
の

１
の
補
助
を
す
る
と
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報
じ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
新
年
度
予
算
に
一
部
公
衆

ト
イ
レ
の
改
修
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

他
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

計
画
で
改
修
を
図
っ
て
い
か
れ
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

公
衆
ト
イ
レ
は「
そ
の
地
域
の
顔
」
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
観
光
地
の
イ
メ
ー
ジ
に
大

き
く
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
公
衆
ト
イ
レ
の

洋
式
化
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
管
内
に
あ
る
３
箇
所
の
道
の

駅
は
県
へ
要
望
し
、
内
２
か
所
は
洋
式
ト
イ

レ
に
改
修
済
み
で
、
残
る
１
か
所
も
改
修
の

予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
谷
汲
門
前
の
町
営
駐
車
場
北

側
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
も
、
洋
式
化
へ
の
改

修
工
事
費
を
、
平
成
30
年
度
予
算
に
計
上
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

改
修
に
つ
い
て
は
、
観
光
庁
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
関
連
や
ス
ポ
ー
ツ
庁
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

関
連
の
補
助
金
も
検
討
し
て
い
ま
す
が
、
採

択
基
準
な
ど
、な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
す
。

議
員
お
話
の
よ
う
に
、
多
く
の
一
般
家
庭
で

も
洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
が
進
み
、
若
い
世
代

の
方
の
中
に
は
、
和
式
ト
イ
レ
を
一
度
も
利

用
し
た
こ
と
が
無
い
方
も
お
み
え
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
町
と
し
て
は
、
観
光
施
設
は
も
と
よ
り

学
校
も
環
境
整
備
と
し
て
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
を
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

平
成
29
年
度
３
月
の
補
正
予
算
と
、
平
成
30

年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

公
衆
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い
て
は
、
観

光
に
資
す
る
箇
所
や
利
用
頻
度
が
多
い
箇

所
、
老
朽
化
が
著
し
く
改
修
が
必
要
な
箇
所

な
ど
状
況
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
他
の
事

業
と
の
関
連
な
ど
も
考
慮
し
て
、
順
次
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美　
直
道 

議
員

公
共
施
設
等
の
維
持
管
理
費
用（
コ
ス
ト
）

に
つ
い
て

　

自
治
体
の
所
有
資
産
の
内
、
特
に
学
校
や

庁
舎
な
ど
の
公
共
建
築
物
と
、
上
下
水
道
や

道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
に
つ
い
て
、
多

く
の
自
治
体
で
老
朽
化
対
策
や
維
持
管
理
費

用
の
負
担
増
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
当
町
で
は
、
平
成
28
年

３
月
に
総
務
省
の
要
請
に
よ
り
、
揖
斐
川
町

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
が
作
成
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
に
は「
今
後
、
町
の
財
政
規

模
自
体
が
大
き
く
縮
減
し
て
い
く
中
で
、
建

設
事
業
費
等
の
裁
量
性
の
高
い
経
費
を
い
か

に
適
正
な
水
準
に
抑
え
て
行
く
か
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
最
近
工
事
が
完
了
あ
る
い
は
工
事

中
の
大
規
模
な
施
設
・
資
産
を
見
て
み
る

と
、
平
成
27
年
に
完
成
し
た｢

地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
は
な
も
も
」
は
、
平
成
30
年
度
に
ど

れ
く
ら
い
の
維
持
管
理
費
用（
通
常
の
維
持

管
理
費
に
物
件
費
や
人
件
費
を
含
む
）
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
以
前
の
中

央
公
民
館
の
時
と
比
べ
、
ど
れ
く
ら
い
増
加

し
ま
し
た
か
。
利
用
料
収
入
の
増
加
策
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

次
に
、
公
共
下
水
道
は
揖
斐
地
区
の
大
半

が
平
成
30
年
度
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
ま
す

が
、
施
設
管
理
費
と
支
払
利
息
に
つ
い
て
、

平
成
30
年
度
予
算
で
は
前
年
と
比
べ
ど
の
程

度
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。
使
用
料

収
入
の
目
安
と
な
る
接
続
率
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

次
に
、
上
水
道
に
つ
い
て
、
揖
斐
地
区
で

は
下
水
道
工
事
の
進
捗
に
伴
い
水
道
管
布
設

替
工
事
も
大
規
模
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
30
年
度
予
算
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
維
持

管
理
費
用（
減
価
償
却
を
除
く
）
と
支
払
利

息
を
見
込
ん
で
い
ま
す
か
。
そ
れ
に
対
し
給

水
収
益
は
ど
れ
く
ら
い
を
見
込
ん
で
い
ま
す

か
。
上
水
道
事
業
は
公
営
企
業
と
し
て
独
立

し
た
企
業
会
計
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
繰
越

欠
損
金
が
約
８
億
円
あ
り
、
財
務
内
容
改
善

に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
ま

す
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
今
後
予

定
さ
れ
て
い
る
図
書
館
な
ど
の
大
型
公
共
施

設
の
建
設
に
対
し
て
は
、
将
来
の
維
持
管
理

費
用
を
考
え
れ
ば
慎
重
に
対
応
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
は
い
か
が
お
考
え
で

し
ょ
う
か
。

町 

長

　

町
有
の
多
く
の
公
共
施
設
な
ど
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
や
生
活
基
盤
に
不
可

欠
な
も
の
で
す
。
施
設
な
ど
の
機
能
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、当
然
経
費
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
状
況
に
応
じ
た
、
適
正
な
維
持
管

理
経
費
を
予
算
化
し
て
い
ま
す
。
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岡
部　
栄
一 

議
員

養
老
鉄
道
に
快
速
電
車
を

　

養
老
鉄
道
の
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

養
老
鉄
道
は
こ
れ
ま
で
、
そ
の
存
続
の
た

め
の
様
々
な
対
策
が
取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
、
私
は
、
根
本
的
な
問
題
と

し
て
、「
速
く
安
全
に
人
や
物
を
目
的
地
に

運
ぶ
」と
い
う
鉄
道
の
使
命
の
中
で
こ
の「
速

く
」
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
前
身
の
近
鉄

時
代
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
重
視
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

例
え
ば
、
現
在
養
老
鉄
道
で
運
用
さ
れ
て

い
る
車
両
は
、
以
前
に
関
西
の
近
鉄
本
線
で

最
高
速
度
時
速
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
運

用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
が
、
養
老
鉄
道
で

は
時
速
65
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
抑
え
て
運
用
さ

れ
て
い
ま
す
。養
老
鉄
道
の
線
路
の
レ
ベ
ル
、

等
級
が
近
鉄
本
線
に
く
ら
べ
る
と
低
い
こ
と

も
あ
り
、
時
速
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
運

用
で
き
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程
度

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
は
図
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
揖
斐
～
大
垣
間
は
揖
斐
、
大

垣
駅
を
含
め
て
10
駅
あ
り
、
こ
の
間
を
約
25

分
で
運
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
池
野
と
広
神

戸
の
み
に
停
車
す
る
快
速
電
車
を
走
ら
せ
る

と
す
る
と
、
６
分
程
度
の
時
間
短
縮
が
で
き

　

町
に
お
い
て
は
、
揖
斐
川
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
、
総
量
の
適
正
化

や
長
寿
命
化
の
推
進
な
ど
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
９
月

の
宇
佐
美
議
員
か
ら
の
ご
質
問
に
も
お
答
え

し
て
い
ま
す
が
、
現
施
設
の
耐
震
不
良
、
老

朽
化
、
ス
ペ
ー
ス
不
足
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

な
ど
の
問
題
を
か
か
え
て
お
り
、
図
書
館
の

中
高
年
の
利
用
も
増
加
し
多
様
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
図
書
館
施
設
の
手
狭
さ
が
解
消
さ

れ
れ
ば
、
一
般
図
書
・
児
童
図
書
・
専
門
雑

誌
な
ど
の
更
な
る
充
実
が
図
ら
れ「
だ
れ
も

が
学
び
集
う
暮
ら
し
の
中
の
図
書
館
」
を
基

本
理
念
と
し
た
図
書
館
と
し
て
、
更
に
多
く

の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

図
書
館
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
建
設
に
係

る
費
用
だ
け
で
な
く
、
維
持
管
理
経
費
が
抑

制
と
な
る
よ
う
な
設
備
検
討
を
行
い
、
他
の

公
共
施
設
と
同
様
に
、
効
率
的
で
適
正
な
維

持
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

教
育
長

　

平
成
30
年
度
予
算
の
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

維
持
管
理
費
用
は
、約
４
１
０
０
万
円
で
す
。

一
方
、
旧
中
央
公
民
館
は
、
平
成
26
年
度
の

決
算
額
で
約
２
３
９
０
万
円
で
す
。

　

旧
中
央
公
民
館
と
の
比
較
に
つ
い
て
の
ご

質
問
で
す
が
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
や
地
域
交
流
の
施

設
と
し
て
、
ま
た
伝
統
文
化
の
継
承
・
保
護
、

芸
術
文
化
の
振
興
の
施
設
と
し
て
造
ら
れ
て

お
り
、
施
設
規
模
だ
け
で
な
く
、
ホ
ー
ル
の

音
響
設
備
や
舞
台
設
備
、
ス
テ
ー
ジ
設
備
や

多
目
的
室
に
お
け
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、

施
設
全
体
に
お
け
る
充
実
度
に
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
様
々
な
設
備
を
、

安
全
か
つ
適
正
に
運
用
す
る
た
め
の
維
持
管

理
経
費
が
増
額
し
て
い
る
要
因
で
す
。

　

し
か
し
一
方
で
は
、
維
持
管
理
経
費
の
抑

制
と
し
て
、
電
気
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
暖
房

設
備
の
効
率
的
な
運
用
な
ど
で
、
平
成
26
年

度
の
旧
中
央
公
民
館
と
比
較
し
て
、
平
成
28

年
度
の
数
値
で
約
15
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
さ
れ

て
お
り
、
施
設
の
規
模
や
設
備
の
状
況
に

あ
っ
た
予
算
で
あ
り
、
利
用
者
が
快
適
で
、

安
全
に
利
用
で
き
る
た
め
の
必
要
経
費
で

す
。

　

年
間
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

度
は
５
２
１
７
０
人
で
し
た
が
、
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
完
成
後
の
平
成
28
年
度
は

７
４
５
３
０
人
と
、
約
42
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
で
も
利
用
促
進
の
た
め
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
施
設
案
内
や
報
道
各
社
へ
出
向

い
た
際
は
、
施
設
利
用
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
利
用

さ
れ
た
方
へ
再
度
案
内
す
る
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

産
業
建
設
部
長

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
平
成

30
年
度
予
算
に
お
け
る
施
設
管
理
費
は
、

２
４
７
５
万
３
０
０
０
円
の
増
額
。
公
債
費

は
、
元
金
を
含
め
１
６
７
万
６
０
０
０
円
の

増
額
で
、
利
子
の
み
で
は
、
40
万
８
０
０
０

円
の
減
額
で
す
。
接
続
率
は
、
他
の
処
理
施

設
と
同
様
に
８
割
を
目
標
に
し
て
接
続
率
向

上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
会
計
の
平
成
30
年
度
予
算
に

お
け
る
営
業
費
用
は
、
２
億
２
７
８
９
万
５

０
０
０
円
で
、
減
価
償
却
費
を
除
く
と

８
９
５
５
万
７
０
０
０
円
で
す
。
営
業
外
費

用
の
企
業
債
利
子
は
、
３
５
８
８
万
８
０
０

０
円
を
計
上
し
て
お
り
、
営
業
収
益
の
水
道

料
金
は
、
１
億
４
７
５
万
７
０
０
０
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

　

議
員
お
話
の
繰
越
欠
損
金
は
、
平
成
26
年

度
の
公
営
企
業
会
計
基
準
の
改
正
に
よ
り
、

み
な
し
償
却
制
度
が
廃
止
と
な
り
、
一
時
的

に
現
金
の
支
出
を
伴
わ
な
い
減
価
償
却
費
が

増
大
し
た
事
が
要
因
で
す
。
あ
く
ま
で
企
業

会
計
上
の
数
字
で
あ
り
、
現
金
が
損
失
さ
れ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
28
年
度
末

時
点
で
４
億
円
を
超
え
る
預
金
が
あ
り
ま

す
。

　

今
後
も
、
コ
ス
ト
縮
減
は
も
ち
ろ
ん
、
水

道
料
金
に
つ
い
て
も
喫
緊
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
引
き
続
き
安
定
的
な
水
道
経
営
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
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る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
先
の
電
車

自
体
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
合
わ
せ
れ
ば
、

７
、８
分
の
時
間
短
縮
も
可
能
で
あ
り
、
結

果
揖
斐
か
ら
大
垣
間
を
18
分
前
後
で
結
ぶ
こ

と
も
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
従
来
25
分
掛

か
っ
て
い
た
も
の
が
、
10
分
台
で
大
垣
と
結

ぶ
と
い
う
利
便
性
の
向
上
、
ま
た
心
理
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
は
非
常
に
大
き
い
と
思
い
ま

す
。

　

所
要
時
間
短
縮
の
方
策
と
し
て
、
列
車
の

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
や
快
速
電
車
の
導
入
を
申

し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
の「
所
要
時
間
の
短

縮
」、
こ
れ
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
に
つ
い

て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町 

長

　

運
行
速
度
の
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
で
す
が
、

議
員
お
話
の
よ
う
に
、
養
老
鉄
道
は
最
高
速

度
65
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
運
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
線
路
や
Ａ
Ｔ
Ｓ
、
信
号
設
備

な
ど
が
65
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
走
行
や
衝
撃
を

想
定
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
車

両
に
つ
い
て
は
近
鉄
名
古
屋
線
で
使
用
さ
れ

て
い
た
車
両
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
65
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
の
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
こ
と
は

可
能
で
す
が
、
線
路
や
設
備
部
分
に
お
い

て
、
そ
れ
に
対
応
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

次
に
一
部
の
駅
に
停
車
し
な
い「
快
速
電

車
」
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
信
号
設

備
が
、
各
駅
停
車
で
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
た
め
、
現
状
の
ま
ま
で
は
遮
断
機
が
お
り

な
い
間
に
車
両
が
通
過
す
る
な
ど
と
い
っ

た
、
危
険
な
状
態
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
現

在
の
設
備
の
ま
ま
で
は
、
運
行
速
度
の
ア
ッ

プ
や
快
速
電
車
の
運
行
は
出
来
な
い
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
現
在
の
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の

基
準
を
定
め
る
省
令
に
基
づ
く
申
請
と
も
合

致
し
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　

当
然
、
設
備
の
線
路
や
信
号
機
の
改
修
を

行
え
ば
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
そ

の
た
め
に
は
、
か
な
り
高
額
な
投
資
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
よ
り
、
沿
線
市
町
で
年
間

１
億
円
を
超
え
る
負
担
が
発
生
す
る
中
、
新

た
な
投
資
を
揖
斐
川
町
が
全
額
負
担
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、
沿
線
市
町
に
協
定
に
基

づ
き
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る
に
し
て

も
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

平
成
30
年
１
月
１
日
よ
り
新
た
な
運
行
形

態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
養
老
線
を
、
持
続
可
能

な
公
共
交
通
と
し
て
運
行
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
安
全
に
運
行
さ
れ
る
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
私
は「
安
全
は
、

す
べ
て
に
優
先
す
る
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

養
老
鉄
道
が
、
住
民
に
と
っ
て
必
要
な
公

共
交
通
機
関
と
し
て
継
続
し
続
け
る
た
め
に

も
、
安
全
な
運
行
に
沿
線
市
町
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
間　
誠 

議
員

住
民
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

①
日
本
は
世
界
一
の
長
寿
国
で
あ
り
、
平

均
寿
命
は
男
性
が
８
０
・
２
１
歳
、
女
性
が

８
６
・
６
１
歳
で
す
。
揖
斐
川
町
の
平
均
寿

命
は
、
男
性
が
８
１
・
６
３
歳
、
女
性
が

８
７
・
０
６
歳
で
、
全
国
平
均
と
比
べ
て
も

長
い
で
す
。
し
か
し
平
均
寿
命
は
寝
た
き
り

の
状
態
で
も
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
の
で
、
元
気

で
働
い
て
い
ら
れ
る
年
齢
の
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

健
康
寿
命
の
全
国
平
均
は
、
男
性
が

７
１
・
１
９
歳
、
女
性
が
７
４
・
２
１
歳
、
揖

斐
川
町
は
、
男
性
が
７
８
・
０
０
歳
、
女
性

が
７
９
・
５
９
歳
で
、
全
国
平
均
よ
り
長
い

で
す
。

　

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
に
つ
い
て
の

揖
斐
川
町
の
現
状
は
、
全
国
平
均
よ
り
良
い

傾
向
で
、
良
く
言
わ
れ
る
ぴ
ん
ぴ
ん
こ
ろ
り

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
、
７
３
９
４
人
い
た
揖
斐
川

町
の
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は
、
平

成
29
年
は
５
７
９
０
人
で
１
６
０
４
人
減

少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
揖
斐
川
町
の
国

民
健
康
保
険
の
医
療
費
は
、
平
成
17
年
度

19
億
３
１
８
３
万
円
が
、
28
年
度
で
は
、

22
億
７
０
２
０
万
円
で
、
３
億
３
８
３
７
万

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
健
康
寿
命
を
延

ば
し
、
医
療
費
を
削
減
す
る
に
は
、
健
康
を

維
持
す
る
た
め
の
予
防
事
業
が
大
変
重
要
で

す
。
来
年
度
、
岐
阜
県
で
は
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
た
め
に
市
町
村
と
連
携
し
て
清
流
の

国
ぎ
ふ
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。
運
動
や
健
康
を
テ
ー
マ
と
し
た
講

座
に
出
席
し
た
り
、
メ
タ
ボ
健
診
な
ど
を
受

診
し
た
り
す
る
と
、
Ｇ
ポ
イ
ン
ト
が
与
え
ら

れ
、
飲
食
店
な
ど
で
料
金
割
引
の
特
典
を
受

け
ら
れ
る
事
業
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
先
進
的
な
取
組
み
と
し

て
、
生
活
習
慣
病
予
防
、
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
町
で
は
、
平
成
４

年
度
か
ら
健
康
に
こ
に
こ
運
動
が
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。
28
年
度
の
状
況
は
、
大
和
地

区
や
揖
斐
地
区
で
は
多
く
の
住
民
が
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
取
組
み
が
ゼ
ロ
の
地
区

も
あ
り
地
域
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た

事
業
は
各
地
区
の
保
健
推
進
員
の
ご
協
力
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
合
併
以
降
、

最
大
８
０
１
人
だ
っ
た
達
成
者
が
、
昨
年
は

１
４
６
人
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
町

が
全
国
平
均
や
岐
阜
県
平
均
と
比
べ
て
も
、

健
康
寿
命
が
高
く
、
平
均
寿
命
と
の
差
が
少

な
い
の
は
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
証
で
あ

り
、
予
防
事
業
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
な

ど
、
様
々
な
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
も
取
り
組
ま
れ
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で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
方
針

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

①
揖
斐
川
町
で
は
、
来
年
度
よ
り
独
自
政
策

と
し
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
取
組
み
を
推
進
し
、
健
康
意
識
の

向
上
に
繋
げ
、
揖
斐
川
町
の
医
療
費
の
抑
制

と
健
康
寿
命
の
更
な
る
延
伸
を
目
指
す
た

め
、
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
19
歳
以
上
の
町
民
を
対
象

に
、
町
の
各
種
健
診
や
健
康
づ
く
り
に
関
連

す
る
講
座
・
運
動
教
室
な
ど
に
参
加
さ
れ
た

方
に
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト

を
貯
め
る
こ
と
で
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
ポ
ー
ル
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の

利
用
券
な
ど
、
健
康
増
進
グ
ッ
ズ
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
制
度
で
す
。
提
供
内
容
に
つ

い
て
は
、地
域
振
興
券
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
も
、
清
流
の
国
健
康
ポ
イ
ン
ト
事

業
を
、
本
年
秋
頃
か
ら
市
町
村
と
連
携
し
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
は
、県
の
ス
タ
ー
ト
よ
り
早
い
、

本
年
５
月
か
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
県
に
つ

い
て
は
、
町
の
事
業
に
沿
っ
た
形
で
の
実
施

に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

に
こ
に
こ
運
動
や
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
広
く
推
進
し
、

健
康
づ
く
り
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
い
き
た

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
お
伺
い
し
ま
す
。
新
年
度
の
岐

阜
県
事
業
と
の
連
携
を
ど
う
取
り
組
ま
れ
る

の
か
、
ま
た
健
康
寿
命
を
延
ば
す
取
組
み
と

し
て
、
町
独
自
の
事
業
推
進
に
つ
い
て
、
ど

う
対
応
さ
れ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
す
。ま
た
、

商
店
街
の
活
性
化
も
考
慮
し
て
い
た
だ
く
よ

う
要
望
し
ま
す
。

②
近
年
、
医
療
技
術
の
革
新
に
は
め
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
中
で
も
分
子
生
物
学

や
シ
ス
テ
ム
バ
イ
オ
ロ
ジ
ー
分
野
に
お
け
る

バ
イ
オ
研
究
な
ど
、
先
端
医
療
の
種
類
と
可

能
性
は
限
り
な
く
広
が
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の

発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
先
端
医
療
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
も
あ
り
ま
す
。
術
後
の
リ

ハ
ビ
リ
や
末
期
が
ん
の
患
者
さ
ん
へ
の
精
神

的
ケ
ア
な
ど
、
近
代
西
洋
医
学
で
は
対
応
が

難
し
い
症
例
は
、
伝
統
医
学
、
相
補
・
代
替

医
療
が
有
効
な
場
合
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
伝
統
的
に
体
に
良
い
と
さ
れ
て
き
た

食
べ
物
や
食
事
療
法
、
漢
方
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
な
ど
、
疾
病
予
防
・
健
康
増
進
と
い
っ
た

予
防
医
学
領
域
に
お
い
て
は
、
今
日
ま
で
伝

統
医
学
や
相
補
・
代
替
医
療
を
誰
も
が
身
近

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

患
者
さ
ん
が
本
当
に
必
要
な
医
療
を
自
ら

の
意
志
で
選
択
し
得
る
医
療
環
境
を
整
え
て

い
く
た
め
に
も
、
近
年
、
統
合
医
療
の
体
系

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

統
合
医
療
と
は
、
通
常
の
対
症
療
法
で
あ

る｢

近
代
西
洋
医
学｣

に｢

東
洋
医
学｣

や｢

伝
統
医
学
」
な
ど
の「
補
完
代
替
医
療
」、
原

因
療
法
を
加
え
る
こ
と
で
、
病
気
の
早
期
発

見
や
予
防
、
根
治
、
維
持
増
進
を
目
指
す
新

し
い
タ
イ
プ
の
医
療
体
系
で
、
洋
の
東
西
を

問
わ
ず
二
つ
の
療
法
を
統
合
し
両
者
の
特
性

を
最
大
限
に
活
か
し
一
人
ひ
と
り
の
患
者
さ

ん
に
最
も
適
切
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド
医
療
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
医
療
は
、
患
者
さ
ん

の
治
療
や
延
命
を
最
大
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
日
本
は
世
界
最
高
水
準
の
長
寿
国
に

な
っ
た
反
面
、国
民
医
療
費
は
年
々
増
加
し
、

生
涯
医
療
費
の
半
分
が
70
歳
以
上
に
使
わ
れ

て
い
る
の
も
現
実
で
す
。
こ
れ
か
ら
７
年
後

（
２
０
２
５
年
問
題
）
に
は
団
塊
の
世
代
が

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
と
な
り
、
４
人
に

１
人
が
75
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会
が

到
来
し
、
団
塊
の
世
代
が
給
付
を
受
け
る
側

に
回
る
た
め
、
社
会
保
障
財
政
が
厳
し
く
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
問
題
を
解
決
す
る
ひ
と
つ
の

方
法
は
、
病
気
を
治
療
す
る
医
療
か
ら
病
気

に
な
ら
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
医
療
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
先
端
的
医
療
機
器
を
用
い
て

早
期
発
見
早
期
治
療
を
行
う
の
も
予
防
で
す

が
、
医
療
費
を
抑
制
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
健
康
を
維
持
増
進
し
、
病
気
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
の
が
医
療
費
を
抑
制
す
る
最

善
策
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
統
合
医
療
に

は
そ
の
方
法
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
例
え
ば
中
国
伝
統
医
学
に
は
、
養

生
法
と
呼
ば
れ
る
様
々
な
未
病
の
治
療
方
法

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー

療
法
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
非
薬
物
療

法
も
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
効
果
に
よ
り
ス
ト

レ
ス
に
起
因
す
る
生
活
習
慣
病
な
ど
の
体
の

病
気
や｢

う
つ
病｣

な
ど
の
心
の
病
気
の
予

防
や
自
然
治
癒
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
最
近
は
統
合
医
療
に
世
界
規

模
で
関
心
が
集
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
国
で

統
合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
、
大
学
や

病
院
で
統
合
医
療
の
教
育
や
研
究
、
臨
床
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
統
合
医
療

を
戦
略
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
と
い
う
こ
と

で
、
国
会
で
は
、
統
合
医
療
推
進
議
員
連
盟

が
つ
く
ら
れ
、
平
成
26
年
３
月
に
は
報
告
書

が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
厚
生
労

働
省
の
医
政
局
に
統
合
医
療
企
画
調
整
室
が

設
置
さ
れ
、
今
後
国
を
挙
げ
て
進
ん
で
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
で
も
議
員
連
盟
が
設
立
さ
れ
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く
、
健
康
寿

命
を
平
均
寿
命
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
、
医

療
・
福
祉
・
健
康
と
い
う
も
の
に
注
力
さ
れ

て
お
り
、統
合
医
療
が
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
も
Ｍ
Ｏ
Ａ
な
ど
の
団
体
が
、
健

康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
様
々
な
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
と
し
て
も
団
体
な
ど
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
統
合
医
療
を
推
進
し
て
い
く
べ
き
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い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
統
合
医
療
に
つ
い
て
の
今
回
の
ご
質
問

は
、
一
昨
年
の
県
議
会
で
の
一
般
質
問
と
ほ

と
ん
ど
同
じ
内
容
で
す
。

　

現
時
点
で
、
統
合
医
療
の
定
義
や
範
囲
、

国
の
医
療
制
度
の
中
で
の
位
置
づ
け
な
ど
が

明
確
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
関
連
す
る
各
種
制

度
の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、

先
ず
は
、国
が
方
針
を
決
定
す
べ
き
で
あ
り
、

町
と
し
て
、
協
議
を
す
る
も
の
で
は
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
然
、
岩
間
議
員
も
ご
承
知
と
は
思
い
ま

す
が
、
県
に
お
い
て
も
昨
年
の
一
般
質
問
で

健
康
福
祉
部
長
が「
現
時
点
で
は
、
一
部
が

医
療
保
険
の
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
安
全
性
や
有
効
性
の
面
で
確
認
さ
れ
て
い

な
い
技
術
も
あ
り
、
科
学
的
な
知
見
を
積
み

重
ね
て
い
る
段
階
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。

　

国
が
制
度
と
し
て
決
定
し
、
町
と
し
て
対

応
す
べ
き
事
項
が
明
確
に
な
れ
ば
、
必
要
事

項
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

揖
斐
川
町
と
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が

生
涯
に
わ
た
り
健
康
で
活
き
活
き
と
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
栄
養
・
運
動
・
休
養
を

重
視
し
た
様
々
な
一
次
予
防
活
動
や
二
次
予

防
で
あ
る
各
種
健
診
の
受
診
勧
奨
・
病
気
の

重
症
化
予
防
に
も
十
分
取
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
各
種
団
体
と
連
携
を
図
り

な
が
ら「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
が
つ
く
る
」

と
い
う
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

大
西　
政
美 

議
員

美
し
い
自
然
環
境
の
保
全
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
第
３
回
揖
斐
川
町
議
会
で
質
問

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
、
揖
斐
川
支
流
の
桂
川

河
川
内
の
整
備
事
業
で
す
が
、
早
速
取
り
組

ん
で
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
が
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス（
中
級

コ
ー
ス
）
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
桂
川

沿
い
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
は
な
も
も
の
咲

く
季
節
に
入
り
、
益
々
町
内
外
の
皆
さ
ん
で

賑
わ
う
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
桂
川
内
の
立

ち
木
を
整
備
し
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
河
川

内
の
汚
れ
も
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ど
こ
か
ら
流
れ
つ
い
た
の
か
、
暴
風

で
飛
ん
で
き
た
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
飲

料
水
の
容
器
、
家
庭
の
不
要
物
と
見
ら
れ
る

一
般
ご
み
が
各
所
に
見
ら
れ
ま
す
。
私
も
少

し
は
回
収
し
ま
し
た
が
手
に
負
え
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

整
理
・
整
頓
・
清
潔
・
清
掃
の
４
Ｓ
は
皆

さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
河
川
内
を

整
備（
清
掃
）
し
て
頂
い
た
の
で
、
逆
に
悪

さ
加
減
が
見
つ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
４
Ｓ
で
な
く
、
し
つ
け
を
し
っ
か

り
、
し
つ
こ
く
と
、
７
Ｓ
を
掲
げ
て
い
る
事

業
所
も
多
く
あ
り
ま
す
。
悪
さ
加
減
を
見
つ

け
る
た
め
に
企
業
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｍ
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
０
、
環
境
の
１
４
０
０
０
を
取
得
し

て
企
業
の
生
き
残
り
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
揖
斐
川
町
も
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
得
し
て
い
た

と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
わ
か
る
と
思
い
ま

す
。

　

揖
斐
川
町
第
２
次
総
合
計
画
の
基
本
目
標

に｢

ひ
と
と
自
然
が
調
和
し
た
活
力
と
魅
力

あ
る
ま
ち｣

の
方
針
１｢

美
し
い
自
然
環
境

を
保
全
し
次
代
に
継
承
し
ま
す｣

と
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
質
問
し
ま
す
。
ご
み
の
分
別
方
法

（
可
燃
ご
み
、
不
燃
ご
み
、
再
資
源
化
）
な

ど
今
後
ど
の
よ
う
に
推
進
し
ま
す
か
。ま
た
、

町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
周
知
徹
底
方
法
、
桂
川
沿
い

の
ご
み
の
回
収
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

町 

長

　

ご
み
の
分
別
方
法
な
ど
の
今
後
の
推
進
に

つ
い
て
、
揖
斐
川
町
で
は
、
ご
み
を
分
別
す

る
こ
と
で
資
源
が
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
循
環
型

社
会
を
目
指
し
て
お
り
、
分
別
は
可
燃
ご
み

の
他
20
種
類
に
分
別
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
再
資
源
化
に
と
っ
て
最
も
重
要
な

こ
と
は
、異
物
を
混
ぜ
な
い
事
で
あ
り
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
ラ
ベ
ル
は
が
し
に
つ
い
て
も
、

再
資
源
化
の
た
め
４
月
か
ら
皆
さ
ん
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
燃
え
る
ご
み
の
中
か
ら
、
生
ご
み

だ
け
を
分
別
し
コ
ン
ポ
ス
ト
や
生
ご
み
処
理

機
に
よ
り
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
、
減
量
化
や

再
資
源
化
に
繋
が
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
更
な
る
減
量
化
に
向
け「
生
ご

み
10
パ
ー
セ
ン
ト
減
量
」
を
目
標
と
し
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
中
学
生
議
会
で
提
案
の
あ
っ
た

環
境
保
護
看
板
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
中
小

河
川
沿
い
に
看
板
を
設
置
し
、
河
川
環
境
の

美
化
や
保
護
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

次
に
、
町
民
へ
の
Ｐ
Ｒ
周
知
徹
底
方
法
に

つ
い
て
、
広
報
紙
や
音
声
告
知
放
送
、
く
ら

し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

周
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
揖
斐

川
地
域
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
員
の
研
修

会
で
も
、
分
別
方
法
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ

て
い
ま
す
。
更
に
、
環
境
学
習
で
各
小
学
校

に
出
向
き
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に「
ご

み
は
分
別
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
と
し
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
も
学
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、い
び
が
わ
チ
ャ
ン
ネ
ル
も
加
え
、

ご
み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
通
し
て
、
住
民
へ
の
周
知
徹
底

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
桂
川
沿
い
の
ご
み
の
回
収
に
つ
い

て
で
す
が
、
大
和
地
区
の
区
長
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
た
、「
は
な
も
も
会
」
に
よ
り
昨
年
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12
月
に
桂
川
の
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
ご
み
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
回
収
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、

11
月
の
建
設
業
協
会
に
よ
る
桂
川
の
清
掃
、

環
境
美
化
デ
ー
に
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
河

川
や
用
水
の
清
掃
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
清
掃

活
動
に
よ
り
、
桂
川
な
ど
の
環
境
を
守
っ
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
町
と
し
て
は
、「
は
な

も
も
会
」
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
も
、
桂
川
を
含
め
、
河
川
環
境
保
全

活
動
に
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

大
西
　
政
美 

議
員

高
校
生
の
通
学
費
の
支
援
に
つ
い
て

　

２
月
20
日
の
予
算
説
明
会
で
、
富
田
町
長

か
ら
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
育
成
事
業
、
子
育

て
支
援
事
業
で
あ
り
ま
す
。
揖
斐
川
町
の
宝

で
あ
る
幼
児
、
児
童
生
徒
の
育
成
は
大
変
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
中
学
校
を
卒
業
し
た
高
校
生
で
あ

り
ま
す
が
、
町
外
の
高
校
に
進
学
し
た
生
徒

さ
ん
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
揖
斐
駅
ま
で

送
迎
し
て
通
学
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
す
る
と
交
通
の
便
が
な

い
の
で
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
少
し
で
も
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
、

家
計
の
負
担
軽
減
策（
交
通
費
の
支
援
）
を

講
じ
ら
れ
な
い
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

平
成
30
年
度
予
算
に
お
け
る
、
施
策
の
方

針
の
折
に
も
お
話
し
ま
し
た
が
、
町
と
し
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
育
成
は
大
変
重
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幼
少
期
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
に
多
く
の
時
間
が
必
要
と
な
り
、
労
働

時
間
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
の
た
め
に
も
、
様
々
な
支
援
を
実

施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ご
質
問
の
、
高
校
生
の
通
学
費
の
支
援
に

つ
い
て
で
す
が
、
町
外
の
高
校
に
通
学
し
て

い
る
生
徒
の
中
に
は
、
自
転
車
通
学
を
し
て

い
る
生
徒
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
揖
斐
駅

ま
で
来
る
生
徒
も
あ
り
、
通
学
に
対
す
る
形

態
は
様
々
で
す
。

　

町
で
は
、
常
日
頃
よ
り
、
青
少
年
の
心
と

体
へ
の
健
全
な
発
展
を
促
し
、
自
主
性
・
社

会
性
や
正
義
感
・
倫
理
観
を
持
っ
た
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
の
、
青
少
年
の
健
全
育

成
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う

い
っ
た
観
点
か
ら
も
、
高
校
生
の
自
覚
と
自

主
的
な
判
断
で
、
議
員
ご
質
問
の
揖
斐
駅
ま

で
の
通
学
に
つ
い
て
は
、
自
ら
実
践
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
通
学
に
利
用
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
養
老
鉄
道
の
発

着
時
刻
に
連
動
し
て
お
り
、
見
直
し
を
進
め

て
い
ま
す「
バ
ス
運
行
の
再
構
築
」
に
つ
い

て
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す
い
よ

う
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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住民一人当たりの貸借対照表（平成29年3月31日現在 人口21,962人）
（家計に例えて説明）

（億円）

Ｈ 28
前年度末純資産残高 　777
純行政コスト △ 222
財源 　210

税収等 　　154
国県補助金 　　56

その他の項目 　6
本年度末純資産残高 　771

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（万円）
H28

■資　産
①有形固定資産 424
②投資等 25
③流動資産 42

（万円）
H28

■負　債 140

■純資産 351

■資　産 （億円）
H28

①有形固定資産 931
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等 57
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産 92
［現金預金、未収金など］

資産合計 1,080

■負　債 （億円）
H28

①固定負債 281
②流動負債 28
負債合計 309

■純資産
純資産合計 771

負債純資産合計 1,080

今までに、学校、道
路などを建設するた
めの財源として町が
借金しているお金や、
町の職員全員が年度
末に退職したと仮定
した場合の退職金相
当額などです。

学校、道路などの建
設に使われたお金の
総額です。道路や建
物は減価償却をして
います。

町が借金しているお
金の平成29年度の返
済予定額などです。

住宅ローン残高

関係団体への出資金
や基金などで蓄えて
いるお金です。

学校、道路などを建
設するために使った
国や県の補助金や税
金などです。

住宅・土地に対して
今まで支払ってきた
お金

現金で持っているも
ののほか、必要時に
すぐ現金化できる基
金、町税などでまだ
収納されていないお
金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金、現金

平成28年度決算 連結財務書類の概要
揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計の手法
を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。
連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町（一般会
計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等の財務書類を
連結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財務書類を作成することで、
透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うことが可能となります。

貸借対照表（平成29年3月31日現在）

純資産変動計算書（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

貸方〔資金の調達〕
資金をどこから調達したか

借方〔資金の使途〕
資金を何に使ったか
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住民一人あたりの行政コスト計算書
（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

連 

結 

対 

象
（ 

連 

結 

財 

務 

書 

類 

）

揖
斐
川
町
全
体

■一般会計等
〇一般会計
〇町営住宅事業特別会計
〇杉原地域土地取得等特別会計
〇徳山ダム上流域公有地化特別会計
〇地域情報特別会計

■公営事業会計
□企業会計
〇上水道事業会計
□特別会計
〇簡易水道特別会計
〇農業集落排水事業特別会計
〇公共下水道事業特別会計
〇個別排水事業特別会計
〇国民健康保険特別会計
〇国民健康保険直診勘定特別会計
〇後期高齢者医療特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■一部事務組合
〇揖斐郡消防組合
〇西濃環境整備組合
〇大垣衛生施設組合
〇岐阜県市町村会館組合
〇揖斐郡養基小学校、養基保育所組合
〇揖斐川水防事務組合
〇岐阜県市町村職員退職手当組合
〇樫原谷林野組合　※
〇足打谷林野組合　※

■広域連合	
〇揖斐広域連合
〇岐阜県後期高齢者医療広域連合

■地方三公社
〇土地開発公社

■第三セクター等
〇一般財団法人いびがわ
〇株式会社サンシャイン春日

（億円）

H28

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 27 

２ 物にかかるコスト（物件費等） 93 

３ 移転支出的なコスト（移転費用） 112 

４ その他のコスト（その他の業務費用） 6 

経常費用合計 A 238 

経常収益 B 16 

純経常行政コスト C=B－A △ 222 

臨時損失　D 0 

臨時利益  E 0 

純行政コスト　C－D+E △ 222 

（万円）

H28
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 12 
２ 物にかかるコスト（物件費等） 42 
３ 移転支出的なコスト（移転費用） 51 
４ その他のコスト（その他の業務費用） 3 
経常費用合計 A 108 
経常収益 B 7 
純経常行政コスト C=B－A △ 101 
臨時損失　D 0 
臨時利益  E 0 
純行政コスト　C－D+E △ 101 

注）※印の一部事務組合については、平成28年度の財務書類が作成されていないため、連結の範囲から外しております。

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに1年間で使った費用などを集計した財務
書類です。

行政コスト計算書（平成28年4月1日～平成29年3月31日）

連結を構成する会計・団体 一覧
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（４月１日付けの係長級以上の異動者と新採用者）平成30年度 人事異動
氏　名 新　職 前　職

部　長　級

平　野　克　彦 企画部　水源地域ビジョン推
進統括監 坂内振興事務所長

古　野　利　仁 産業建設部　農林商工推進統
括監兼農林振興課長

産業建設部　農林商工推進統
括監兼商工観光課長

長　屋　憲　幸 議会事務局長 産業建設部　次長兼農林振興
課長

小　寺　徳　生 春日振興事務所長 春日振興事務所長（次長）

次　長　級

森　本　幸　晴 住民福祉部　次長兼生活環境
課長

産業建設部　次長兼上下水道
課長

大 和 　 崇 産業建設部　次長兼建設課長 岐阜県

橋　本　眞　澄 産業建設部　次長兼上下水道
課長

住民福祉部　次長兼子育て支
援課長

山　口　勝　彦 坂内振興事務所長 企画部　次長兼放送通信セン
ター所長

課　長　級

河　瀬　浩　治 企画部　政策広報課　放送通
信センター所長 住民福祉部　福祉課長

高　橋　宗　徳 住民福祉部　福祉課長 総務部　総務課　主幹

松　井　孝　二 住民福祉部　子育て支援課長 企画部　政策広報課　まちづ
くり推進室　主幹

野　原　幸　司 産業建設部　商工観光課長 総務部　財政課　主幹

正　村　光　隆 教育委員会　学校給食セン
ター所長（再任用）

教育委員会　学校給食セン
ター所長（再任用）

川　村　安　子 春日振興事務所　地域振興
課長

春日振興事務所　地域振興
課　主幹

中　井　正　文 久瀬振興事務所　地域振興
課長

坂内振興事務所　地域振興
課長

橘 　 博 幸 坂内振興事務所　地域振興
課長

春日振興事務所　地域振興
課長

主　幹　級

平　野　美保子 住民福祉部　住民課　主幹 産業建設部　商工観光課　
主幹

林 　 恵 美 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園（園長）主幹

住民福祉部　きよみず幼児園
（園長）主幹

今　村　裕　美 住民福祉部　おじま幼児園
（園長）主幹

住民福祉部　子育て支援セン
ター　課長補佐

高　松　喜代子 住民福祉部　子育て支援セン
ター　主幹

住民福祉部　子育て支援課　
課長補佐

四　井　羽須美 住民福祉部　児童発達支援事
業所　主幹

住民福祉部　子育て支援セン
ター　主幹

課　長　補　佐　級

竹　山　信　博 総務部　財政課　課長補佐 総務部　税務課　課長補佐

松　久　秀　紀 総務部　財政課　課長補佐 総務部　財政課　係長

久　野　賀　弘 総務部　総務課　課長補佐 企画部　政策広報課　
課長補佐

若　原　紀　章 総務部　総務課　課長補佐 産業建設部　商工観光課　
係長

土　屋　和　久 総務部　税務課　課長補佐 教育委員会　スポーツ振興課　
課長補佐

駒　月　雅　樹 住民福祉部　住民課　
課長補佐

揖斐広域連合（住民福祉部　
福祉課　課長補佐）

藤 原 　 弘 産業建設部　建設課　
課長補佐

産業建設部　上下水道課　
課長補佐

竹　中　正　和 産業建設部　建設課　
課長補佐 産業建設部　建設課　係長

岡　部　治　久 産業建設部　上下水道課　
課長補佐

産業建設部　建設課　
課長補佐

松　野　興　伸 産業建設部　商工観光課　
課長補佐（再任用）

住民福祉部　次長兼生活環境
課長

小 森 　 明 産業建設部　農林振興課　
課長補佐

産業建設部　農林振興課　
係長

高　橋　富士夫 教育委員会　スポーツ振興課　
課長補佐

住民福祉部　子育て支援課　
課長補佐

馬　渕　真　二
藤橋振興事務所　地域振興課　
課長補佐　兼企画部　水源地
域ビジョン推進事務所　課長
補佐

久瀬振興事務所　地域振興課　
課長補佐

氏　名 新　職 前　職

高 橋 一 恵 住民福祉部　きよみず幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　かすが幼児園
（園長）課長補佐

徳　永　恵理奈 住民福祉部　かすが幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　いび幼児園（副
園長）課長補佐

係　長　級

松 居 佑 樹 総務部　総務課　係長 総務部　総務課　主査

小 森 成 裕 総務部　税務課　係長 総務部　税務課　主査

岡 崎 康 成 企画部　政策広報課　係長 教育委員会　社会教育文化課　
係長

加 納 和 貴 企画部　政策広報課　係長 企画部　政策広報課　主査

松 尾 和 由 企画部　政策広報課　係長 産業建設部　農林振興課　
主査

窪 田 匡 市 企画部　政策広報課　まちづ
くり推進室　係長

教育委員会　スポーツ振興課　
係長

細 野 朋 洋 企画部　政策広報課　まちづ
くり推進室　係長

企画部　水源地域ビジョン推
進事務所　主査

堀 篤 企画部　水源地域ビジョン推
進事務所　係長

久瀬振興事務所　地域振興課　
係長

宇佐美　みゆき 住民福祉部　福祉課　係長 産業建設部　上下水道課　
係長

菅 原 昌 志 住民福祉部　福祉課　係長 住民福祉部　福祉課　主査

矢　野　陽一郎 住民福祉部　子育て支援課　
係長

産業建設部　農林振興課　
係長

林 　 裕 子 住民福祉部　健康増進課　
係長

住民福祉部　健康増進課　
主査

川　合　さとみ 住民福祉部　健康増進課　
係長

住民福祉部　健康増進課　
主査

林 　 貴 義 産業建設部　建設課　係長 岐阜県揖斐土木事務所派遣　
係長

永 井 和 直 産業建設部　上下水道課　
係長 総務部　税務課　係長

河 本 太 一 産業建設部　上下水道課　
係長 産業建設部　建設課　係長

宗 宮 孝 臣 産業建設部　商工観光課　
係長 住民福祉部　福祉課　係長

中 川 幸 治 産業建設部　農林振興課　
係長 西濃運輸派遣　係長

神 谷 秀 一 教育委員会　社会教育文化課　
係長 会計課　係長

浅 野 広 光 谷汲振興事務所　地域振興課　
係長

産業建設部　上下水道課　
係長

木野村　　　亨 春日振興事務所　地域振興課　
係長

企画部　政策広報課　放送通
信センター　係長

高 橋 良 尚 久瀬振興事務所　地域振興課　
係長 産業建設部　建設課　係長

林 　 宏 昭 久瀬振興事務所　地域振興課　
係長

谷汲振興事務所　地域振興課　
係長

高 橋 由 利 久瀬振興事務所　地域振興課　
係長

住民福祉部　子育て支援課　
主査

成 瀬 友 紀 住民福祉部　いび幼児園（主
任保育士）係長

住民福祉部　おじま幼児園
（主任保育士）係長

久保田　直　子 住民福祉部　きよみず幼児園
（主任保育士）係長

住民福祉部　きよみず幼児園
（主任保育士）主査

長 尾 知 香 住民福祉部　おじま幼児園
（主任保育士）係長

住民福祉部　たにぐみ幼児園
（主任保育士）係長

林 　 幸 世 住民福祉部　子育て支援セン
ター　係長

住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園（主任保育士）係長

林 　 輝 恵 住民福祉部　児童発達支援事
業所　係長

住民福祉部　子育て支援セン
ター　係長

新　採　用
氏　名 新　　職

林 　 大 貴 総務部　税務課　主事

森 　 一 樹 企画部　政策広報課　主事

藤 原 佑 気 企画部　政策広報課　放送通信センター　主事

四 井 裕 二 住民福祉部　住民課　主事

廣 瀬 　 優 住民福祉部　やまと・きたがた幼児園（保育士）主事

水　野　美由紀 住民福祉部　いび幼児園（保育士）主事

渡　邊　真珠美 住民福祉部　きよみず幼児園（保育士）主事
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平
成
31
年
度
採
用
職
員
募
集
に
つ
い
て

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

○
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
大
学
卒
業
ま
た
は
平
成
31

年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方　

○
保
育
士

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30

歳
以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有

し
、
保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま
た

は
平
成
30
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の

方
）

■
受
付
期
間

　

５
月
７
日（
月
）
～
６
月
８
日（
金
）

■
１
次
試
験

日
時　

７
月
22
日（
日
）

場
所　

県
立
岐
阜
高
等
学
校

内
容　

教
養
試
験
、
専
門
試
験（
保
育
士

の
み
）、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
８
月
下
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
９
月
上
旬（
予
定
）

面
接
試
験
、
論
文
試
験
及
び
集
団
討
論

■
最
終
合
格
発
表　
９
月
中
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙（
役
場

総
務
課
備
え
付
け
）
に
記
入
し
、
次
の
書
類

を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

・
卒
業（
見
込
）
証
明
書

　

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

　

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
！

揖
斐
川
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

○
学
童
保
育
支
援
員

■
職
務　
小
学
校
児
童
の
保
育
・
指
導

■
勤
務
場
所　
町
内
小
学
校
内
等
に
あ
る
留

守
家
庭
児
童
教
室（
学
童
保
育
）

■
応
募
資
格　

　

児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意
を
有
す
る
方

■
雇
用
期
間　
７
月
23
日（
月
）
～
８
月
31

日（
金
）
ま
で（
夏
休
み
期
間
中
）

■
給
与  

雇
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

　

・
時
給
８
７
０
円

　

・
時
給
１
，
０
０
０
円

※
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
修
了
者

　

・
時
給
１
，
２
０
０
円

 

（
保
育
士
な
ど
有
資
格
者
）

■
勤
務
時
間　
月
～
金
曜
日　

8
時
～
18
時

の
時
間
内
で
交
替
勤
務（
８
月
13
日
～
15

日
は
除
く
）

■
応
募
方
法　
履
歴
書（
市
販
の
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
役
場
子
育
て
支

援
課
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
支
援
事
業

の
支
援
内
容
を
拡
充
し
ま
す
！

■
対
象
者　
平
成
26
年
度
以
降
に
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
町
民
の
方（
揖
斐
川

町
に
住
民
票
を
有
す
る
方
）
で
、
自
主
返

納
時
に
70
歳
以
上
の
町
民
の
方

■
支
援
内
容　

次
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
択
で
き
ま
す
。

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利
用
券
１
０
，０
０
０

円
分

②
養
老
鉄
道
が
発
行
す
る
マ
イ
レ
ー
ル
チ

ケ
ッ
ト
21（
410
円
分
21
枚
綴
り
１
冊
）

③
樽
見
鉄
道
が
発
行
す
る
樽
鉄
シ
ル
バ
ー
チ

ケ
ッ
ト（
190
円
分
４
枚
綴
り
12
冊
）

④
町
内
に
事
務
所
を
構
え
る
タ
ク
シ
ー
会
社

の
利
用
券
１
０
，
０
０
０
円
分

１
人
に
つ
き
各
年
１
回
の
計
３
回
交
付
し

ま
す
。
支
援
内
容
は
毎
回
選
択
可
能
で
す
。

■
必
要
書
類

印
鑑
お
よ
び
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
を
総

務
課
も
し
く
は
各
振
興
事
務
所
窓
口
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

①
運
転
経
歴
証
明
書
の
写
し

②
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書

（
原
本
）
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
等
の
被

保
険
者
証
等
公
的
機
関
が
発
行
し
た
本
人

確
認
の
行
え
る
１
点
以
上
の
書
類
の
写
し

■
申
請
期
間

①
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
９
月

１
日
ま
で
に
自
主
返
納
さ
れ
た
方　

平
成
30
年
８
月
31
日
ま
で

②
平
成
29
年
９
月
２
日
以
降
に
自
主
返
納
さ

れ
た
方

運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
日
も
し
く
は
申

請
に
よ
る
運
転
免
許
証
の
取
消
通
知
書
の
通

知
日
か
ら
１
年
以
内

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

① 
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

１
台

・
家　

賃　
　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　
　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居

者
の
持
ち
込
み

② 

島
住
宅　
３
戸

・
住　

所　
　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　
　

２
台

・
家　

賃　
　

２
３
，
０
０
０
円
～

■
敷
金　
家
賃
の
３
か
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る

納
付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
共
用
部
分
の
上
下

水
使
用
料
、電
気
料
な
ど
）、敷
金
が
必
要
。

・
所
得
条
件
あ
り
。

■
募
集
期
間　

５
月
１
日（
火
）
～
５
月
15
日（
火
）

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日

平
成
30
年
６
月
下
旬
を
予
定

③ 

さ
つ
き
（
北
方
）
住
宅
お
よ
び
、
谷
汲
・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の

各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を
し
て
い

ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

自
動
車
税
の
納
期
限
は

�

５
月
31
日（
木
）で
す

自
動
車
税
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の
大
切
な
財
源
で

す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

納
付
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
も
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

（
５
月
発
送
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
自
動
車
税
に
関
す
る
お
問
い
合
せ
】

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

℡
０
５
８
‒
２
７
９
‒
３
７
８
１
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

平
成
30
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）の
入
室
申
請
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）
へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童　
町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生

～
６
年
生
の
児
童
の
内
、
保
護
者
の
就
労

等
の
事
情
で
、
昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見

る
こ
と
が
出
来
な
い
家
庭
の
児
童
で
、
左

記
要
件
を
全
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
概
ね
朝
８
時
か
ら
15
時
以

降
迄
）
と
な
る
児
童
で
開
設
場
所
ま
で
児

童
を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間・時
間

　

７
月
23
日（
月
）～
８
月
31
日（
金
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
、８
月
13
～
15
日
は
除
く
）

　

８
時
～
18
時

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
，
０
０
０
円

・
保
険
料　

３
０
０
円

利
用
料
・
保
険
料
は
８
月
31
日
に
口
座
振

替
し
ま
す

・
別
途「
お
や
つ
代
」
と
し
て
７
０
０
円

が
必
要
で
す

■
申
請
及
び
提
出
方
法　

①
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口

ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書

類
を
入
手
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出

②
既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希

望
調
査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間　
５
月
14
日（
月
）～

 

５
月
21
日（
月
）の
平
日

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

■
そ
の
他　
毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す

る
春
日
小
学
校
内
で
の
留
守
家
庭
児
童

教
室
に
つ
い
て
は
、
別
途
小
学
校
を
通
じ

て
ご
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

 

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り

創
作
劇「
夜
叉
ヶ
池
物
語
」の
コ
ー
ラ
ス
隊
員
・

�

劇
ス
タ
ッ
フ
と
龍
神
隊
員
の
募
集
！

　

７
月
28
日（
土
）
に
開
催
さ
れ
る「
夜
叉
ヶ

池
伝
説
道
中
ま
つ
り
」
の
創
作
劇「
夜
叉
ヶ

池
物
語
」
の
コ
ー
ラ
ス
隊
員
、
全
長
21
メ
ー

ト
ル
の
龍
神
の
担
ぎ
手
を
募
集
し
ま
す
。

○
コ
ー
ラ
ス
隊
員
募
集

　
　
　
　
　
　
・
劇
ス
タ
ッ
フ
募
集

■
募
集
対
象

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、
坂
内
交
流
セ

ン
タ
ー
、
遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場
で
の
練

習
に
参
加
で
き
る
方
。
男
女
年
齢
を
問
い
ま

せ
ん
。

■
練
習
日　
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

６
月
２
日
～
７
月
21
日（
予
定
）

毎
週
土
曜
日
14
時
～
16
時

７
月
27
日（
金
）
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル

遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場 
19
時
～
21
時

○
龍
神
隊
員
募
集

■
対
象

当
日
参
加
が
可
能
な
方
で
、
坂
内
交
流
セ

ン
タ
ー
、
遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場
で
の
練

習
に
参
加
で
き
る
男
性
の
方

■
練
習
日　
坂
内
交
流
セ
ン
タ
ー

７
月
11
日（
水
）、
25
日（
水
）（
予
定
）

19
時
30
分
～
21
時

７
月
27
日（
金
）
前
日
リ
ハ
ー
サ
ル

遊
ら
ん
ど
坂
内
特
設
会
場 

19
時
～
21
時

【
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
】

　

坂
内
観
光
協
会

 

（
坂
内
振
興
事
務
所
地
域
振
興
課
内
）

℡
５
３
‒
２
１
１
１

 

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

河
川
環
境
に
関
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
要

望
を
把
握
し
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発

を
図
る
た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
期
間　
５
月
１
日（
火
）～
18
日（
金
）

■
募
集
人
員　
５
人（
予
定
）

■
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河
川
事
務

所
管
内
の
河
川（
木
曽
川
、
長
良
川
、

揖
斐
川
、
牧
田
川
、
杭
瀬
川
、
根
尾
川
）

の
近
隣
に
お
住
ま
い
の
方
。

・
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護

に
関
心
の
あ
る
方
。

■
手
当　
未
定

参
考
：
平
成
29
年
度
月
額
４
，
５
８
０
円

■
委
嘱
期
間

平
成
30
年
７
月
１
日
～

 

平
成
31
年
６
月
30
日（
予
定
）

【
お
問
い
合
せ
】

国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

℡
０
５
８
‒
２
５
１
‒
１
３
２
６

 

平
成
30
年
工
業
統
計
を
実
施
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
工

業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重

要
な
統
計
で
す
。

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

従
業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所

■
調
査
時
点　
６
月
１
日

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
１
１
３
）

工業統計キャラクター
コウちゃん

有

料

広

告

欄
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平成30年度資源回収実施予定について
　各地区の小中学校などにおいて次のとおり、資源回収が計画されていますので、ご協力をお願いします。
　なお、天候などにより日程が変更になることがありますので、ご注意ください。
■回収するもの
　新聞紙、雑誌、段ボール、布など（エコステーションでは、ペットボトルキャップも回収します）

小・中学校日程
北方小学校 ５月13日（日）、11月25日（日）
大和小学校 ５月12日（土）、11月25日（日）
揖斐小学校 ５月13日（日）、11月４日（日）
清水小学校 ５月20日（日）、11月25日（日）、
 ２月17日（日）
小島小学校 ５月13日（日）、11月18日（日）
養基小学校 ５月26日（土）、11月17日（土）
揖斐川中学校 ９月８日（土）
北和中学校 ９月２日（日）、11月25日（日）
谷汲小学校 ６月10日（日）、８月25日（土）、
 12月１日（土）、２月７日（木）
谷汲中学校 ５月13日（日）、８月30日（木）
 12月20日（木）、２月28日（木）、
春日小学校 ６月17日（日）、８月19日（日）、
 11月17日（土）、２月16日（土）

いびがわミズみずエコステーション日程
（℡22－1732）

①回収時間　10時～ 15時
②回収場所　揖斐川町白樫 内田木材工業
③実施日
　５月19日（土）、６月30日（土）、７月28日（土）、
　８月25日（土）、９月29日（土）、10月27日（土）、
　11月24日（土）、12月22日（土）、１月26日（土）、
　２月23日（土）、３月30日（土）

※時間や詳しいお問い合せは、各団体へお願いします。
※平成 30 年度資源回収実施予定は、町ホームページでも確認できます。

【お問い合せ】　揖斐川町役場生活環境課　℡２２－２１１１

幼児園日程
おじま幼児園 11月５日（月）
くぜ幼児園　　５月13日（日）、11月25日（日）
やまと・きたがた幼児園　９月28日（金）

いびがわエコドーム日程
①回収時間　９時～ 11時30分
②回収場所　いびがわエコドーム
③実施日　　毎週火・日曜日
※いびがわマラソン開催日11月11日（日）と年末年始

12月30日（日）、１月１日（火）はお休みします。
※変更になる場合がありますので、くらしのカレンダー

で確認してください。

  

徳
山
ダ
ム
で

�

観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
す

徳
山
ダ
ム
で
、
普
段
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
か
ら
の
観
光
放
流
が

行
わ
れ
ま
す
。
新
緑
に
映
え
る
特
別
な
放
流

を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
放
流
日
・
時
刻

５
月
４
日
、
５
日
。

10
時
・
11
時
・
12
時
・
13
時
・
14
時
・
15

時
の
１
日
６
回（
各
回
10
分
程
度
）。

■
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

期
間
中
は
、
徳
山
ダ
ム
サ
イ
ト
公
園
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
藤
橋
城
駐
車
場
お

よ
び
徳
山
会
館
駐
車
場
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
環
境
協
力
金

中
学
生
以
上　

２
０
０
円

小
学
生　
　
　

１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
０
１
６
６

※
な
お
、
荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

【
写
真
提
供　
（
独
）
水
資
源
機
構
】

  

徳
山
湖
自
然
環
境
観
察
会
が

�

行
わ
れ
ま
す
！

　

日
本
一
の
総
貯
水
容
量
を
誇
る
徳
山
湖

を
、
特
別
に
船
で
周
遊
す
る
自
然
環
境
観
察

会
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
度
か
ら
14
時
発
の

便
に
新
し
い
周
遊
コ
ー
ス
が
加
わ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日

5
月
27
日（
日
）
～
11
月
４
日（
日
）
の
間

の
12
日
間

※
実
施
日
に
つ
い
て
は
、
く
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
出
航
時
刻

・
11
時
00
分
・
12
時
45
分
・
14
時
00
分

・
１
回
約
50
分
～
約
70
分
間
周
遊

■
定
員　
90
名（
当
日
先
着
順
）

■
受
付　
徳
山
会
館

■
環
境
協
力
金

大　
　
　

人　

１
３
０
０
円

小
・
中
学
生　
　

７
０
０
円

■
注
意
事
項

・
荒
天
等
で
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
事
前
の
個
人
予
約
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
せ
】

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
務
所

℡
５
２
‒
０
１
６
６

▲徳山ダム観光放流

▲徳山湖自然観察会
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手
話
奉
仕
員
養
成
基
礎
講
座
の

お
知
ら
せ

揖
斐
郡
３
町
が
合
同
で
、
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座（
前
期
編
）
を
開
設
し
ま
す
。
初
め

て
手
話
を
学
ぶ
方
を
対
象
と
し
た
講
座
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤（
18
歳

以
上
）
で
継
続
し
て
受
講
可
能
な
方
。（
た

だ
し
、
手
話
学
習
経
験
の
な
い
方
に
限
る
）

■
内
容　
手
話
の
初
歩
か
ら
日
常
会
話
が
で

き
る
ま
で

■
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
３
，
２
４
０
円
は
自
己
負
担

■
日
程　
平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
14
日
ま
で
の
木
曜
日
19
時
～
21
時

　

全
26
回（
冬
期
休
み
あ
り
）

■
場
所　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー「
は
な
も
も
」

■
定
員　

30
人（
申
込
み
多
数
の
場
合
抽
選

と
な
り
ま
す
）

■
そ
の
他

　

同
講
座（
前
期
編
）
全
26
回
の
う
ち
21
回

以
上
受
講
さ
れ
た
方
に
は
、
受
講
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。
な
お
次
年
度
開
催
予
定
の
同

講
座（
後
期
編
）
を
既
定
回
数
以
上
受
講
さ

れ
ま
す
と
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

■
申
込
み

　

往
復
は
が
き（
記
載
方
法
を
参
考
）
に
、

①
講
座
名
、
②
郵
便
番
号
、
③
住
所
、
④
氏

名（
ふ
り
が
な
）、
⑤
年
齢
、
⑥
電
話
番
号
を

ご
記
入
の
上
、
６
月
15
日
ま
で
に
岐
阜
県
聴

覚
障
害
者
協
会
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

℡
２
２
‒
２
１
１
１（
内
線
２
３
２
）

～地域の身近な相談相手～　揖斐川町の民生・児童委員、主任児童委員
5月12日～18日は活動強化週間です

お住まいの地区の民生・児童委員、主任児童委員が、どなたかわからない場合は、
役場福祉課までお問い合せください。

【お問い合せ】　揖斐川町役場　福祉課　（揖斐川町民生・児童委員協議会　事務局）　℡２２－２１１１

民生委員は、民生委員法に基づいて厚生労働大臣
から委嘱され、活動しています。

地域住民の一人として、それぞれが担当する地域
において、高齢者や障がい者等の見守り・相談活動
を行っています。

また、児童委員も兼ねており、子どもたちが元気
で安心して暮らせるように、見守ることや、子育ての
不安などの相談・支援を行っています。

民生・児童委員とは？
揖斐川町では、全体で73人が活動しています。

□民生児童委員
　揖斐地区　32人　　谷汲地区　11人
　春日地区　  8人　　久瀬支部　  7人
　藤橋地区　  2人　　坂内地区　  5人　合計65人
□主任児童委員
　町内全体で  8人　　総計73人
○任期は、３年で再任が可能です。

揖斐川町には、何人いますか？

相談内容に応じて、行政機関と連携を取りながら、福祉サービスへのつなぎ役として、支援しています。
活動強化週間には、ひとり暮らしの世帯など民生児童委員が、地域を回ります。

その他、主な活動は、次のとおりです。
・月１回の定例会の開催　・心配ごと相談の実施　・地域ケア会議の参加　・各種研修会の参加
・福祉イベントの参加 等 ※民生委員には守秘義務があり、相談内容の秘密は、必ず守られます。

こんな活動をしています

　　　� 〒500-8384

※
白
紙
の
ま
ま
で
結
構
で
す
。

（返信の文面）

　　　� 〒501-○○○○

（返信の宛名面）

①
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座（
前
期
編
）

②
５
０
１
‒
○
○
○
○

③
揖
斐
川
町
○
○　

○
○
番
地

④
揖
斐　

花
子（
い
び　

は
な
こ
）

⑤
○
○
歳

⑥
０
５
８
５
‒
○
○
‒
○
○
○
○

（往信の文面） （往信の宛名面）

揖
斐
川
町
○
○

　
　
　
　
　

○
○
番
地

�

揖　

斐　

花　

子　
宛

岐
阜
市
薮
田
南
５
‒
１
４
‒
５
３

�

Ｏ
Ｋ
Ｂ
ふ
れ
あ
い
会
館

一
般
社
団
法
人

�

岐
阜
県
聴
覚
障
害
者
協
会　

御
中
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寿
長
ご

さ
ん

３
月
の

成
なる

瀬
せ

 富
ふ

美
み

子
こ

 さん
95歳 （上南方）

平
ひら

井
い

 み
み

す
す

ゑ
え

 さん
95歳 （谷汲名礼）

山
やま

本
もと

 ムメエ さん
95歳 （小津）

廣
ひろ

瀬
せ

 志
し

づ
づ

ゑ
え

 さん
100歳 （坂内広瀬）

こ
の
度
、
次
の
皆
さ
ん
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

  

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

■
総
会
、
説
明
会
お
よ
び
講
習
会
の
開
催

　

平
成
30
年
度
定
時
総
会
と
説
明
会
お
よ

び
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
説
明
会
・
講

習
会
は
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
来
場

く
だ
さ
い
。
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

・
日　

時　

５
月
29
日（
火
）

・
場　

所　

揖
斐
川
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

	

「
は
な
も
も
」

・
説
明
会　

	

12
時
30
分
～
13
時

	

大
垣
税
務
署
よ
り

	

軽
減
税
率
に
つ
い
て　

・
講
習
会　
	
13
時
～
13
時
45
分

	
揖
斐
警
察
署
よ
り

	
交
通
安
全
に
つ
い
て　

・
総　

会	

14
時
～

■
会
員
募
集

町
内
の
家
庭
や
企
業
か
ら
依
頼
を
い
た
だ

い
た
仕
事
に
、
得
意
な
分
野
で
就
業
し
、
ご

活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
特
に
春
か
ら
秋
に
か

け
て
の
草
刈
り
や
、
秋
冬
の
庭
木
の
剪せ

ん

定て
い

の

ご
依
頼
も
多
く
、
対
応
で
き
る
会
員
が
不
足

し
て
い
ま
す
。経
験
の
あ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

希
望
者
は
技
術
講
習
会
へ
の
参
加
や
先
輩
会

員
か
ら
の
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
就

業
に
つ
な
が
り
ま
す
。　

60
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
ご
登
録
い
た
だ
け
ま
す
の
で
興
味
の
あ
る

方
は
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
お
よ
び
入
会
説
明
会

　

５
月
１
日（
火
）、
15
日（
火
）

　

10
時
～
11
時
30
分

【
お
問
い
合
せ
】

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
２
３
‒
０
９
０
７

  

に
っ
ぽ
ん
縦
断

�

こ
こ
ろ
旅
お
手
紙
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
‒
Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
放
送
予
定

の「
に
っ
ぽ
ん
縦
断	

こ
こ
ろ
旅（
２
０
１
８

春
の
旅
）」
で
は
３
月
26
日
、
沖
縄
県
を
ス

タ
ー
ト
し
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
長
崎
と
九
州

を
北
上
し
、
山
口
、
島
根
、
鳥
取
と
日
本
海

側
を
巡
り
美
濃
国
岐
阜
を
目
指
し
ま
す
。

　

番
組
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅

の
ル
ー
ト
を
決
定
す
る
た
め
、
市
町
村
内
の

「
忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
、
風
景
」
に
ま
つ
わ

る
手
紙
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
の
放
送
予
定

　

７
月
16
日（
月
・
祝
）
～
７
月
20
日（
金
）

応
募
期
限　

６
月
11
日（
月
）
必
着

応
募
内
容

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、
年
齢
、

思
い
出
の
場
所
、
風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド

応
募
方
法

・
番
組
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.nhk.or.jp/kokorotabi/

・
Ｆ
Ａ
Ｘ	
０
３
‒
３
４
６
５
‒
１
３
２
７

・
郵
送　

〒
１
５
０
‒
８
０
０
１

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ「
こ
こ
ろ
旅
」
係

【
お
問
い
合
せ
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
７
０
‒
０
６
６
‒
０
６
６

　

里
山
探
検
隊
は
、
揖
斐
川
下
流
域
等
の

住
民
が
隊
員
と
な
り
、
揖
斐
川
上
流
域
、

山
間
部
の
自
然
、
暮
ら
し
、
土
砂
災
害
の

様
子
や
下
流
域
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■「
里
山
探
検
隊
」
活
動
予
定

○
第
１
回　
６
月
30
日（
土
）

○
第
２
回　
８
月
29
日（
水
）

■
募
集
対
象
者

工
事
・
災
害
現
場
な
ど
の
見
学
に
支
障

の
な
い
健
康
な
方

■
募
集
人
員　
各
回
20
人
程
度

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
費
用

交
通
費
・
昼
食
・
体
験
費
用（
１
０
０
０

円
程
度
）
な
ど
は
参
加
者
負
担

■
集
合
場
所　
越
美
山
系
砂
防
事
務
所

■
申
込
み
方
法

　

必
要
事
項
を
明
記
の
上
メ
ー
ル
で
申
込
み

※
詳
し
く
は
越
美
山
系
砂
防
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
期
間

５
月
１
日（
火
）
～
５
月
28
日（
月
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

国
土
交
通
省
越
美
山
系
砂
防
事
務
所

　

総
務
課　

℡
２
２

－

２
１
６
１

Ｈ
30
「
里
山
探
検
隊
」隊
員
募
集

猫の
飼い主の方へ
⃝猫は室内で飼育し
ましょう
⃝野良猫にエサを与
えないでください
⃝責任を持って飼育
しましょう
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岐阜県広報

点字版・音声版をご希望の方は、県庁広報課へご連絡ください
音声版には、ＣＤ（デイジー編集）での提供と
音声用のテキストデータの配信もあります

今月のピックアップ情報

県政広報テレビ番組 
「ぎふ県政ほっとライン」

放送中
（放送日）木曜 18:53～18:57
（再放送）火曜 21:54～21:58 

※平成30年2月1日現在　※(　)内は前月との比較

2,007,468人（1,233人減）
●県の人口

Facebook「清流の国ぎふ」
ミナモだよりで情報発信中!!

検索岐阜県 ミナモだより

男／972,964人（652人減）
女／1,034,504人（581人減）

最新の情報は、県庁統計課ホームページでご覧ください。

ボタンを押して
地元情報をゲット!

ぎふチャン(8ch)データ放送で
「岐阜県からのお知らせ」も配信中！

この情報は平成30年3月27日現在のものです。 ☎058（272）1111（代） 058（278）2506FAX

情報ボックス

「岐阜県美術展」を時代の変遷や表現の多様化
に合わせて見直し、新たに「ぎふ美術展」を開催
します。日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・自
由表現の7部門の応募作品から、厳選された入
賞・入選作品を展示します。

清流の国ぎふ芸術祭
「第1回ぎふ美術展」を開催します案　内

●とき／6月9日（土）～17日（日）
  （6月11日（月）は休館）
  10：00～18：00（最終日は14：30まで）
●ところ／県美術館（岐阜市）
●料金／無料
●問／（公財）県教育文化財団
  ☎058（233）8161

県庁広報課

視覚障がい者のためのボランティア講習会を開
催します。（6月～平成31年3月・全29回・無料）

点訳・音訳奉仕員
養成講習会を開催します募　集

●ところ／
  ［点訳奉仕員］視覚障害者生活情報センターぎふ
（岐阜市）、北方町総合体育館（北方町）
  ［音訳奉仕員］視覚障害者生活情報センターぎふ
（岐阜市）、可児市福祉センター（可児市）
●定員／各20人（先着順）
●申込期限／5月31日（木）必着
●申込先・問／（福）岐阜アソシア
  ☎058（263）1310　FAX 058（266）6369

検索岐阜アソシア

検索岐阜県保育士・保育所支援センター

検索ぎふ就農ナビ

検索岐阜県受入環境整備補助金

県保育士・保育所支援センターでは、保育士資
格をお持ちの方の就職活動などをサポートして
います。４月からOKBふれあい会館にセンター
を移転し、相談員を増員するなど、サポート体
制を充実させました。（面談の場合は要予約）

県保育士・保育所支援センター
移転のご案内案　内

●相談日／平日（月曜日～金曜日）
●相談時間／9：00～12：00、13：00～17：00
●主な業務／保育士の就職あっせん、現役保育士
の悩み相談

●ところ／OKBふれあい会館第2棟9階（岐阜市）
●問／県保育士・保育所支援センター
  ☎058（214）8902

検索ぎふ美術展　岐阜県教育文化財団検索水防、防災

大規模な水害に備え、水防演習・防災訓練を開
催します。水防団による堤防等の被害に対応
するための水防技能の実演や、防災ヘリ、ド
ローン等ＩＣＴ（情報通信技術）機器を活用した
災害情報の収集訓練を行います。また、パネル
や最新の防災機器の展示コーナーなども設置
します。ぜひ、ご来場ください。

木曽三川連合総合水防演習・
広域連携防災訓練を開催します案　内

●とき／5月27日（日）9：00～12：00
●ところ／長良川右岸（岐阜市長良雄総）
●問／県庁河川課　☎058（272）8603

清流長良川あゆパークがオープンします
「春のバラまつり＆
ぎふ国際ローズフェスティバル」を開催します
毎年恒例の「春のバラまつり」に加え、開
幕からの9日間「ぎふ国際ローズフェス
ティバル」を同時開催します。フローリス
ト、ニコライ バーグマン氏による花や
緑のある暮らしをテーマにした展示を
行います。5月12日（土）の開幕日は、ア
ンバサダーの西田ひかるさんによるトー
クショーを開催します。夜間開園日に
は、バラ園のライトアップも行います。今
回のテーマは、妖精（フェアリー）。バラ
の妖精が出てきそうな夢のような世界
をお楽しみください！

◆

◆

◆

◆

5月12日（土）～6月17日（日）
※「ぎふ国際ローズフェスティバル」は5月20日（日）まで
花フェスタ記念公園（可児市瀬田1584-1）
大人1,000円、高校生以下無料

と き

ところ
料 金

／

／
／

問／花フェスタ記念公園　☎0574（63）7373

清流長良川あゆパーク
では、あゆの友釣りなど
の漁業体験や、体験で
捕まえた魚の塩焼きを
楽しむことができます。
また、県内の漁業や世
界農業遺産「清流長良
川の鮎」を映像や資料
で紹介します。川魚料理
を提供するレストランも
併設しますので、ぜひ、
ご来場ください。

◆

◆

◆

◆

◆

6月2日（土） （オープニングイベントを実施します）
9：00～17：00
郡上市白鳥町長滝字下川原420-10
無料（体験には参加費が必要）

オープン
利用時間
と こ ろ
料 金

／
／
／
／

問／県庁里川振興課　☎058（272）8293　

魚ふれあい水辺（イメージ）

春のバラまつり

農業を始めたい方、農業法人等への就業希望
の方、農業参入を検討している企業を対象に、
個別相談会を開催します。

「ぎふアグリチャレンジフェア」
参加者を募集します募　集

●とき／5月26日（土）13：00～16：00
●ところ／OKBふれあい会館（岐阜市）
●料金／無料
●問／ぎふアグリチャレンジ支援センター
  （一社）県農畜産公社内　☎058（215）1550

外国人観光客の受入環境を向上しようとする
店舗や宿泊施設等への補助を行っています。
今年度は補助対象事業を拡充して、募集してい
ます。（拡充は、下記（4）～（7））

外国人観光客の受入環境整備
事業費補助金のご案内募　集

●補助事業／（1）消費税免税店開設準備事業、
（2）多言語化整備事業、（3）Wi-Fi環境整備事
業、(4)トイレ洋式化事業、（5）ムスリム受入体制
向上事業、（6）着地型体験プログラム造成事業、
（7）決済端末導入準備事業
●補助対象者／（1）（7）県内観光関連事業者、
（2）～（6）県内宿泊施設事業者等
●申請方法／郵送
  （募集要項・申請書は、ウェブサイトから入手）
●その他／受付終了時はウェブサイトに掲載
●申込先・問／県庁海外戦略推進課
  ☎058（272）8360

清流長良川あゆパーク 検索 花フェスタ記念公園 検索



窓口だより

広報掲載希望の方は届出の際、窓口にて「広報掲載申込書」をお出しください。
窓口では、婚姻、養子縁組などの戸籍届出に来られた方の本人確認を行っています。（詳細は町のホームページに掲載）
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人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）

合　　 計 21,516（�－ 56） 10,330 11,186 8,005（� － 2）

揖斐川地域 16,034（�－ 35） 7,730� 8,304� 5,698�（� 0）

谷汲地域 3,032（� － 8） 1,452� 1,580� 1,114�（� － 2）

春日地域 954（� － 2） 462� 492� 464�（� 0）

久瀬地域 900（�－ 11） 416� 484� 386�（� 0）

藤橋地域 231（� 0） 113� 118� 141�（� 0）

坂内地域 365（� 0） 157� 208� 202�（� 0）

出生 8人 /死亡 26人 /転入等 95人 /転出等 133 人
〈平成 30年４月 1日現在〉

夫 妻

河 村 和 明（池田町） 田 中 　 京（東横山）

 5月 1日（火） 固定資産税　１期分・全納
	 軽自動車税　全期分

 5月31日（木） 国民健康保険税　1期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日
までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
※コンビニでも納付できます
※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

 1日（火）　立志式
 3日（木・祝）　子ども歌舞伎特別披露
 4日（金・祝）～ 5日（土・祝）　いび祭り
 4日（金・祝）～ 5日（土・祝）　徳山ダム観光放流
13日（日）　いびがわ健康福祉フェア

　谷汲参道新緑まつり
26日（土）～27日（日）　カヌー東海ブロック大会
27日（日）　揖斐川町消防操法大会

　揖斐川町スポーツ少年団交流大会

地　区 氏 　 名 年齢

北 方 ４ 区 岩 間 春 男 80

房 島 ３ 区 富　田　富貴子 67

下 新 町 白 木 絹 代 88

下 新 町 出 村 廣 美 102

大 光 寺 小　森　よしゑ 84

五 反 田 田 中 　 睦 89

溝 口 高 𣘺 幸 子 59

上 野 増 田 一 69

黒 田 岩 井 光 子 94

二 ノ 宮 立　川　紀元男 78

二 ノ 宮 大 平 卓 生 68

溝 尻 衣 斐 元 広 58

白 樫 清　水　いとゑ 92

谷 汲 徳 積 淺　野　はつゑ 90

谷 汲 長 瀬 川 瀬 孝 子 91

春 日 川 合 小 寺 治 助 80

乙 原 廣 瀬 幸 男 88

西 津 汲 高 𣘺 鈴 代 86

地　区 赤 ち ゃ ん お父さん お母さん

北 方 ３ 区 今
いま

西
にし

勇
ゆう

矢
や

斉 理 恵

北 方 ５ 区 髙
たか

橋
はし

樹
みき

人
と

和 明 実 生

上 野 小
こ
岩
いわ

　 楓
かえで

大 輝 綾 子

白 樫 葛
か
　西

さい
　妃

ひ
奈
な
乃
の

一 平 茜

市 場
あま

森
もり

一
いっ

生
せい

一 佐 織 江

市 場 北
きた

川
がわ

義
よし

武
たけ

宗 幸 佳 奈

Okuyami死亡　おくやみ申し上げます婚姻　幾久しくお幸せに Marriage

Population人口

出生　お誕生おめでとう Birth

納期限のお知らせ5月の主な行事

平成30年３月届出分
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広報いびがわ2018年4月25日発行　No.
 159

５/４●祝  ·５●祝 ４日雨天の場合　中止
５日雨天の場合　６日に順延

揖斐川町ＨＰ
（観光・文化）

いび祭り
Webサイト
（三輪神社）

①販売・屋台コーナー　　手作りパンや施設の製品などを販売します。

②活動・展示コーナー　　施設利用者の作品や団体の取り組みを展示・紹介します。

③参加・体験コーナー　　手話や車いすなどを体験できます。

④活動発表コーナー　　　施設や団体の活動 ･ 演劇を発表します。

⑤相談コーナー　　　　　健康と福祉に関する相談を受け付けます。

【お問い合せ】いびがわ健康福祉フェア実行委員会
事務局　揖斐川町役場福祉課　℡ 22-2111

※ ご来場の際は、JA いび川本店・揖斐総合庁舎・揖斐川町役場の駐車場をご利用ください。

「楽しくなくっちゃ講演じゃない！」をモットーとした 栗木　剛 氏の講演会

時間：9:40 頃から　場所：揖斐川町地域交流センターはなもも　ホール

いびがわ健康福祉フェア2018

平成30年5月13日 日　９時30分～ 14時

揖斐川町地域交流センター　はなもも

日 時

場 所

テーマ：ヒューマンネットワーク。人と人とのつながりを広げよう！　　　

いび祭り
【子ども歌舞伎特別披露】
　５月３日14:00～
　地域交流センター「はなもも」

健幸ポイント
対象事業です


